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まえがき

多摩川は東京都を貫通する最大の河川で、古くから川沿いの住民に親しまれてきた111である。
戦後、漁業生産の場としての地位は後退を余儀なくされてきたものの都民の快適な生活環境の一

部として、あるいは親水域として一層重要性は増している。当場においては設立以来水産生物や
水域の環境の調査を行い、各種の増殖事業を実施し幾多の業績を残してきた。

本報告は、当場が行なっている内水面生息環境調査事業のうち、多摩川水系の中・上流域につ
いてとりまとめたものである。

本事業は、水産資源増殖および自然環境保全のための基礎資料を得る目的で、昭和４５年より開
始された。東京都内水面の魚類について長期の視野に立って行なわれている唯一の調査と思われ、

当場としては、この一連の資料に歴史の空白部を生じないよう、今後も継続・発展させていく所
存である。

東京都は、昭和60年５月に世界大都市サミットを開催するなど、今後都政の国際化を目指して
おり、本報告が、日本国内のみならず、広く世界の都市問題の解決（特に市民からの要望の強い

「水と緑」の実現）にも寄与することを心から願うものである。

昭和６１年３月

東京都水産試験場長伊藤茂
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緒言

都内最大の川である多摩川は、昭和３０～40年代の経済高度成長期に急激に水質汚濁がすすみ、

これを境にその魚類相は大きく変貌した1,21コすなわち、汚濁水域においては、汚濁に耐えられ

ない魚種は姿を消し、汚濁に耐えられる魚種のみが生息するようになった。

魚類は釣りなどを通じて、川の生物の中では最も人間生活との係わりがふかいと思われるが、

その定量的採集のむずかしいこと、移動力が大きいことなどの理由により、これまで汚濁指標生

物としてはあまり用いられなかった？むしろ細菌類､藻類､水生昆虫類など一般生活ではなじ
みのうすい生物群が指標として用いられることが多かったり。
東京都水産試験場（以下「都水試」と略記）奥多摩分場では１９７０年（昭和45年)より現在に至

るまで、主として「内水面生息環境調査」事業の一環として、多摩川水系中・上流部（山梨県内

を除く）において、主として水産資源増殖のための基礎資料を得る目的で魚類の調査を行なって

きた。この間の河川における調査記録については、すでに都水試５１６）、加藤7)、加藤．飯村，に
よってその一部が報告されてきた。また、奥多摩湖の魚類については、同湖が湛水された１９５７

年より現在まで調査が継続されており、これについてはすでに都水試?加藤.加々美10の報告が
ある。

今回は、上記の各報告に1984年までの採集記録を加え、さらに信頼に足ると思われる他の報

告の記録を併せて、1971年から1984年まで14年間の多摩川水系中・上流部（全て淡水域)にお

ける魚類の分布状況を明らかにした。

都水試の調査の開始される以前の魚類の分布については主として聞き取り調査によって往時の

魚類相を記録した。この結果、水質汚濁のほとんどない1955年以前と、現在の魚類相の比較に

よって、多摩川水系の汚濁に伴なう魚類相の変化を明らかにし、さらにこれらの各魚種を汚濁に

耐えられない魚種と汚濁に耐えうる魚種に分け、水質汚濁の指標とした。

上述の調査より得られた諸結果は、①水産資源増殖、②水資源利用、③自然環境保全、④生物

学（主として生態学および動物地理学）の各分野における川と人との係わりあいに有効な手法を

提供できると考えたので以下に報告する。

本論に入るに先立ち、採集調査に全面的なご協力をいただいた多摩川、奥多摩、秋川の３漁業

協同組合および東京都水道局小河内貯水池管理事務所、また、聞き取り調査で貴重な情報を提供

注）本報告は、多摩川と同様に水質汚濁の問題を抱える他の国の都市河川の問題解決にも寄与

するものと考えたので、英文の要約（Abstract）を付するとともに主要な図表にも英文

の説明を併記した。

－１－



された多摩川水系各地先の方々に厚くお礼申し上げる。元東京水産大学長黒沼勝造博士には原稿

の校閲をはじめ多くのご助言をたまわった。元国立科学博物館動物第２研究室長中村守純博士に

は同じく多くのご助言と文献についてのご教示をいただいた。調布市の君塚芳輝氏には文献の入

手に便宜をはかっていただくとともに適切など助言をたまわった。これらの方々にも心からの謝

意を表する。

調査方法

採集調査本報告では、都水試奥多摩分場の調査による1973年から1984年までの魚類採集記

録のうちまだ公表されていないものを収録した。これらの未公表記録に係わる調査地点は、多摩

川本流の関戸橋（府中市地先）を最下流とし、これより上流域の３２地点（表１）であった。魚類

の採集方法は加藤7)に、種の査定は中村'１)に従った。但しフナについては亜種の区別をせず、ま
た、キンギョはフナに含めた。なお、本報および加藤7)、加藤・飯村8）、加藤．加々美10)の採集
標本の大部分は都水試奥多摩分場に整理・保存されており、再査定を含む標本の調査が可能であ

る。その保存・利用方法については、本報の付録に収録した。

分布図の作成種の査定に信頼がおけると思われた８編の報告Ｚａｌｑｌ２～⑥および本報の採集

記録（表１，２）より、１９７１～1984年の多摩川水系中・上流域の８６地点（図１)における魚類

の分布図を作成した。ただし、上記の各報告の調査地点が約Mmmの範囲内にある時は原則として

これらを同一地点とみなした。分布図は1種につき1枚の地図を用い、出現地点を黒点で示した。

分布図の作成に用いた各報告の調査期間を表２に示した。

奥多摩湖の魚類について、加藤・加々美lcDは１９５７～1981年の結果を記録したが、分布図の作
成にあたっては、河川における調査期間との統一をはかるため、このうちの１９７１～1981年の記

録につき引用した。

環境調査上記の分布図の作成に用いた各調査地点の標高、河床の平均勾配、夏季の水温およ

び水質を調査した。

標高は、国土地理院発行の二万五千分の一地形図より求めた。河床の平均勾配は、同地形図上

で、調査地点の前後約５００腕につきキルビーメーターを用いて流程を測定し、その標高差より算

出した（単位は?,z/腕）。

夏季の水温は、年間最高水温が記録されると思われる７月下旬～８月中旬の測定記録を用いた。

水質の表示にはKorkwitzandMarrsonのSaprobicsystemmを用いた。各調査地点の水
質は松本⑧､東京都環境保全局'9~21}東京都多摩公害事務所雪東京都水道局水質センター③
の各報告の平均値より求めた（表３）。ただし、これらのうち東京都環境保全局19～2,および東

京都多摩公害事務所②については、ＢＯＤの測定値を、日本水産資源保護協会24)に従ってＳａｐ－
－２－



表１魚類分布図の作成に用いた各報告（表２参照）の採集地点とその環境。

ＯＳは本報を、ＷＴ、ＥＬ、ＧＲ、ＷＱは各々、夏季の水温、標高、河床の平

均勾配、水質（Ｏ：貧腐水性、β：β－中腐水性、α：ｃＺ－中腐水性、Ｐ：強

腐水性）を示す。（図１参照）

ＴａｂｌｅＬＬｉｓｔｏｆｔｈｅ８６ｓｔａｔｉｏｎｓＷｈｅｒｅｆｉｓｈｃｏｌｌｅｃｔｅｄｗｉｔｈ

ｇｅｎｅｒａｌｅｎｖｉｒｏnmentalfactorsofeachstation,ＷＴ（maximum

watertemperature），ＥＬ（elevationinmabovesealevel），ＧＲ

(gradientofbottom）ａｎｄＷＱ（waterqualityclassifiedinto

O（oligosaprobic)；β(β-mesosaprobic）；α(a-mesosaprobic）ａｎｄ

Ｐ（polysaprobic)）．StationＮｏ．correspondstothosegivenin

Fi９．１．Ｔｈｅdatabasedontheoriginalsurvery（OS）ｏｒｔａｋｅｎ

ｆｒｏｍｐｕｂｌｉｓｈｅｄａｃｃｏｕｎｔｓｏｆｔｈｅｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓｃｉｔｅｄ，ＲｅｒｅｒｅｎｃｅＮｏ・

correspondstothosegivenintheBibliography(ｐｐ､37-39）．

環境条件

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ
ｆａｃｔｏｒｓ

文献番号ReferenceNo

ＯＳ地点名水系名

1０ 1６８1４ ７ 1５1２ 1３ｗＱＧＲＷＴ ＥＬ

○ａ12９ 4０多摩川

大丸堰 ○○３ CＺ4５2７

○
’
○

多摩大橋

八高線鉄橋

○
’
○

昭和用水堰

中村Ｄでは是政堰となっている。

－３－



表１（続き）
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地点名

環境条件
Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ

factors

ＷＴ ＥＬ ＧＲ ｗＱ

文献番号ReferenceNu

1２ 1３ 1４ ７ 1５ ８ 1０ 1６

1０ 永田橋本流 ２１ 1１０ ４ Ｐ ○

1１

￣

水 田橋
湧水流

2５ 1１０ ４ ○

1２ 羽村堰下 2３ 1２０ 1３ ○ ○ ○ ○ ○

1３ 羽村堰上 1８ 1２５ ３ ○ ○ ○

1４ 多摩）11橋 1８ 1３５ ３ ０ ○ ○

1５ 柳渕橋
(万年橋）

1７ 1５５ ５ ０ ○ ○ ○

1６ 沢井 1４ 200 ７ ０ ○

1７

￣弓

川井堰
(御岳）
－－

－－日

1８
：！

230 1３ ○ ○ ○ ○

1８ 海沢合流点 1９ 2９５ ７ ０ ○

1９ 昭和橋 2０ 3１０ 1５ ０ ○ ○

2０ 栓村橋 2０ 3４５ ９ ○ ○

２１ 梅久保 2０ 3６０ 1６ ０ ○

2２

2３

2４

2５

新井橋

平山橋

浅川橋

川口１１１

2６

2５

2３

2４

6５

8０

1１０

1１０

３

７

６

８

ａ

ａ

ａ

Ｐ

○

○

○

2６

2７

水無瀬橋

上椚田橋

2２

2１

1３０

1８０

1０

2２

Ｐ ○

○

2８ 西山下橋 2０ 2４５ 2９

2９

3０

SOS子ども
の村

大下

２１

2０

2１０

2５０

1７

4４

○

０

○

○

３１

3２

3３

陵北大橋

小津川

関場

1９

1６

2０

1６５

1６５

2５５

1１

1３

1８

3４ 川中橋 2６ 1６０ ７

3５ 東秋)|｜橋 1９ 1１０ ８ ０ ○ ○



表１（続き）

TablelContinued

[〕

○

〆、

ヒノ

（
）

蒋价

○
琴水

－５－

ＳＯ名系水

’
’
’
’
’
○
’
’
’
○
’
○
’
○
’
’
’
○
’
’
’
○
’
○
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
’

Ⅱ
Ｊ

１
き

秋
続

秋北

川掘盆

川井平
冠
川野

Ｓｔｎ．

NＣ
地点名

環境条件
Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ

fａｃｔｏｒｓ

ＷＴ ＥＬ ＧＲ ｗＱ

文献番号 ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＮｑ

1２ 1３ 1４ ７ 1５ ８ 1０ 1６

3６

3７

3８

3９

4０

4１

4２

4３

秋留橋

引田橋

山田堰
(網代橋）

秋）|｜橋

沢 Ｐ 橋

十里木

荷田子

上日向橋

2８

2７

2６

２５

2３

2３

2０

1２５

1３５

1４０

1６０

1８０

200

２１５

260

５

６

５

６

1０

７

６

2０

０

０

０

○

０

０

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4４

4５

4６

4７

笹平橋

小坂志沢

柏木野

人里(笛吹）

2０

2０

2１

3０５

310

330

465

1３

2０

1２

3３

０

０

０

○

○

○

○

○

○

4８

4９

5０

大沢橋

小岩

日向平

1９

2０

3１０

380

470

2２

2０

4２

０

０

○

○

○

○

○

5１ 千ケ沢 ２１ 340 6７ ０

5２ 本須 2０ 3００ 2３ ０ ○

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

菅瀬橋
(小宮久保）

千石橋

諏訪下橋
(蕊今）

セメン卜

工場前

高原橋

松尾

滝本

2８

3１

2９

2２

1７

1７

2０

1８

1１０

140

1５５

1８０

215

2６５

３１０

4２５

1３

８

1３

1２

1４

2６

4３

1５４

０

０

○

○

０

０

０

０

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

６１ 虫子橋 3１ 1９０ 1３ ０ ○



表１（続き）

ＴａｂｌｅｌＣｏｎｔｉｎｕｅｄ

〆、

足ノ

〔）

○

雪粉孕

写LIH

隆弔

－６－

ＳＯ

系水

○
’
○

’
’
’
’
’
’
○
｜
｜
｜
｜

｜
｜
｜
｜
｜
’

溝平
沢大

披椚
川

越
海

川原曰

谷乗川

谷沢倉

谷川小

谷
諏

松唐
大
谷

谷沢長
瀦曰

谷峰

摩多奥
湖

｜釦

Ｓｔｎ．

NＣ
地点名

環境条件
Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ

fａｃｔｏｒＲ

ＷＴ ＥＬ ＧＲ ｗＱ

文献番号ＲｅｆeｒｅｎｃｅＮＯＬ

1２ 1３ 1４ ７ 1５ ８ 1０ 1６

6２ 平溝 ２１ 2７０ 6２ ０ ○

6３ 大沢川 1９ 3００ 7４ ０ ○

6４

6５

大丹波)|’
下部

大丹波川
卜部

2０

1８

3００

3５０

1９

5０

○

０

○

○

○

6６

6７

奥多摩
分場前

採石場上流

2１

２１

290

3８０

4２

９１

０

○

○

○

6８ バットIスス下 1９ 400 7３ ０

6９ 下野 1７ 3３０ 2７ ０ ○

7０

７１

7２

7３

氷川

川栞谷

合流点下

八丁橋

唐松橋

1８

1６

1５

3３０

４１０

6８０

9６０

2４

2３

4８

8０

０

０

○

０ ○

○

○

○

○

7４

7５

川乗谷下部

細倉橋

1９

1７

430

6４０

6７

1６７

０

○

○

○

7６ 長尾谷 1３ 7２０ 1１８ ○ ○

7７

7８

力ロー谷

合流点上

酉谷 1５

７２０

1,020

4８

1７８

０

０ ○ ○

○

7９ 唐松谷 1５ 1,000 2２２ ○ ○

8０ 大雲取谷 1２ 1,200 1０５ ０ ○ ○ ○

８１ 長沢谷 1５ 1,100 8３ ○ ○ ○ ○ ○

8２ 日影谷 1２ 1,250 2１１ ０ ○ ○

8３ 蜂谷川 2０ 585 2５ ０ ○

8４

8５

8６

ダム
､の_

月I」

麦山浮橋

留浦浮橋

2６

2６

２６

530

5３０

5３０

○

○

○

５ 5０ ５ 2７ 1５ ８ ３ ３
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表２分布図の作成に用いた各報告robicsystemに換算した。また、上
の調査期間

記の各報告の水質調査地点と本報の魚

著者名発行年蕊調査期間類調査地点が一致しない場合にはそ
の上・下流域の水質から魚類調査地点

中村１９７３１２1972.10～１１
の水質を推定した。

中村１９７６１３1976.6～１０
聞き取り調査都水試の調査の開始

加藤１９７７１４１９７１～1976

加藤１９７９71973.7～19781される1970年以前の多摩川における魚
多紀19801519781～19803類調査記録は、Oshima25DlD本川下流
加藤・飯村１９８１81978.7～1980.8 域における比較的簡単な報告があるに

加藤・加々美１９８２１０1957．～1981 すぎない。このため、水質が極度に悪

加藤１９８５１６１９７６～1984 化する経済高度成長期以前（本報では
本報一一1978.8～１９８４８

－応1955年以前と定義する)の中流域

および奥多摩湖の湛水する1957年以前の上流域における魚類分布を把握する目的で、本水系各

地先の魚類の精通者に、現在および往時の生,息魚類に関する聞き取り調査を行った。また、上記

のＯｓｈｉｍａ25)を含む既往の文献1,2,26)についても調査した。聞き取り調査の対象となった人達

の氏名、誕生年、調査地先名を表４に示した。

放流状況調査東京都２７～２９および加藤．加々美10によって、1979～1982年の多摩川水系
における魚類の放流状況を調査した。

結果

採集結果と各魚種の分布本報で新たに公けにされた1978～1984年の採集記録を別表１に示

した。この結果、表２に示した８編の報告および本報の採集記録より、１９７１年から1984年の間

に、是政橋（府中市地先、Stn、１）より上流域の多摩川水系において、表５に示した１５科､３６

属、４１種（ただし、うち１種は２亜種を含む）と１雑種の出現が記録された。ただしこれらのう

ちアブラハヤについては、近縁のタカハヤl42l2222j-21llL1に類似の斑紋をもつ個体が若干混獲さ

れたが、今回はこれらについて精査できなかったので、本報では一括してアブラハヤとして取扱

った。これらの各魚種の地点別の出現状況を別表２に、魚種別の分布図を別図１～４３に示した。

さらに聞き取り調査による1955年以前の本水系中流域および奥多摩湖湛水以前の上流域におけ

る魚類の分布状況についても同別図上に示した。また、聞き取り調査の際に記録した多摩川水系

各地先における魚類の地方名を表６に示した。

調査地点の環境魚類分布図の作成に用いた全調査地点の環境の測定値を表１に示した。

標高は、最下流の是政橋（Stn、１）が４０ｍ、最上流の日原)Ⅱ日影谷（Ｓｔｎ８２）が1，２５０，

－９－



表３ 文献より求めた多摩川水系中・上流域の水質。saprobicsystemによ

る各水質階級を、貧腐水性（Ｏ）：１，β－中腐水性（β）：２，α－

中腐水性（α）：３，強腐水性（Ｐ）：４として求めた平均値（小数点

以下は四捨五入）をsaprobicsystemに再換算した。

文献番号と調査年（カッコ内）

水系名調査地点名１７

（１９７ｓ

1８１９２０２１ ２２平均値

(1978）（1979）（1980）(lQi(;|言）（1982）
是政橋

関戸橋

日野橋
（中央高速道）

多摩川多摩大橋

拝島橋

昭和用水堰（拝
島原水補給点）

多摩橋

永田橋

α
ａ
Ｑ
〆
Ｑ
〆
Ｑ
〆

α
ａ
ａ

α
ａ
Ｑ
〆

α
ａ
ａ

α
ａ
α
Ｑ
〆
Ｑ
〆
０
戸
Ｐ

一
α
ａ
｜
’
Ｑ
〆
Ｐ

β
β

β
β

α
Ｑ
〆

α
ａ

ＰＰ

世より」二､TＤ
Ｃ ＯフＣ

新井橋(高幡橋）

浅川菫山霜(篶合霜、
浅川橋

Ｐ
Ｐ

α
ａ
ａ

α
ａ

Ｐ
ａ

α
ｐ
《
ａ

α
ａ
α

ａ
’

南浅川

川口川

北浅川

小仏川

秋川

平井川

水無瀬橋

浅川合流点付近

南浅川
合流点付近

全域

全域

全域

ａ CＺ Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ
○

Ｐ
Ｐ
○
○
Ｏ
○

○ β０

０
０
○

０３）

０，

３
９

０
０

Ｄ
９

Ｏ
○

０
９

○
β９

０
○

1)羽村堰～小河内ダム間の多摩川を調査。２)羽村堰上のみ調査。３)東秋川橋、沢戸
橋のみ調査。４)東秋川橋（高月堰）のみ調査。①多西橋のみ調査。

であった｡奥多摩湖は､満水面の標高が5265液､最大水深は142Ｍであった'ｌ

多摩)I|本流の多摩橋（ＳｔＩＬ９）より下流部、浅)１１の浅川橋（Stn、２４）より下流部（川口川を

含む）、秋)||の山田堰（ＳｔｎＢ８）より下流部および、平井川の諏訪下橋（Stn､５６）より下流

部では、河床の平均勾配はおおむね１０以下（平井川のみ８～１３）であり、川の両岸には水田等

－１０－



表４聞き取り調査対象者の氏名、誕生年と調査地先

地名先誕生年名氏

多摩川

市
〃
市
町
市
〃

狛江1９１２

１９３８

１９２９

１９２６

１９０９

１９２４

１９２４

１９２６

１９３７

１９１７

１９３３

１９１２

１９１７

坂仙蔵

田保夫

島隆照

川武夫

藤’垣次郎

木武雄

谷芳男

井郁夫

峰明

草仲次郎

山儀一郎

島武夫

生栄一

松
石
野
石
海
青
森
金
小
井
黒
福
羽

摩
摩
摩

川

ｌｌｌ

１ｌｌ

多
多
多

島
村
梅

昭
羽
青

〃

〃

奥多摩町多摩）|｜

秋川市秋川

五日市町秋川

五日市町養沢川

曰の出町平井川

表51971～1984年の間に多摩川水系中・上流域で採集された魚種の一覧表。○印で示

した１８種（うち１種は２亜種を含む）は、明らかに他水系からの移殖種と思われる。

Ｔａｂｌｅ５。Ｌｉｓｔｏｆｔｈｅｆｉｓｈｓｐｅｃｉｅｓｃｏｌｌｅｃｔｅｄｂｙｔｈｅａｕｔｈｏｒｓ

（1973-1984）andrecordedbythepublishedreferences（1971-

1982）ｉｎｔｈｅｕｐｐｅｒａｎｄｍｉｄｄｌｅｄｒａｉｎａｇｅｏｆｔheTamaRiver・Ｔｈｅ

ｓｐｅｃｉｅｓｍａｒｋｅｄｂｙｃｉｒｃｌｅｓａｒｅｔｈｏｓｅｉｎｔｒｏｄｕｃｅｄｆｒｏｍａｂｒｏａｄｏｒ

ｏｔｈｅｒｄｒａｉｎａｇｅｓｉｎＪａｐａｎ．

学名

ＳｃｉｅｎｔｉＥｉｃｎａｍｅ

和 名

Ｊａｐａｎｅｓｅｎａｍｅ

科名

Ｆａｍｉｌｙ
NＣ

ｍｉｔｓｕｋｕｒｉｉヤツメウナギ科１スナヤツメ

ＰＥＴＲＯＭＹＺＯＮＩＤＡＥ

ウナギ科２ウナギ

ＡＮＧＵＩＬＬＩＤＡＥ

Lampetm

APguillajaponiQa

Oｎｃｏｒｈｙｎｃｈｕｓ－ｍａｓｏＵサケ科３ヤマメ（サクラマス）

SＡＬｌｌＯＮＩＤＡＥ
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表５（続き）

Table５．（Continued）

科名
Ｎｏ

Ｆａｍｉ１ｙ

和名

Ｊａｐａｎｅｓｅｎａｍｅ

学名

Sｃｉｅｎｔｉｆｉｃｎａｍｅ

２匹gZlﾕｴｪhll旦FhoduruS
＋

アマコ

ニジマス ○SalmQgairdneri

ブラウントラウ卜○Salmotrutta

○SalvelinuSpluviuSイワナ

サケ科４

ＳＡＬＭＯＮＩＤＡＥ
５

(Continued）
６

７

８

アユ 科９

PＬＥＣＯＧＬＯＳＳＩＤＡＥ

ヤマメ・イワナ自然雑種 升

P1ecoglossuSaltivelisアユ

キュウリウオ科１０

oＳＭＥＲｍＡＥ

ワカサギ ○Hypomesus ｔｒａｎｓｐａｃｉｆｉｃｕｓ mpponens準

○Gnathopogon eｌｏｎｇａｔｕｓコ イ科ｌ１

ＣＹＰＲエＮｍＡＥ
１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

ｅｌｏｎｇａｔｕｓＬ

ｃａｅｒｕｌｅｓｃｅｎｓ

タモロコ

○Gnathopogonelongatusホンモロコ

ニゴイ Hｅｍｉｂａｒｂｕｓ ｂａｒｂｕｓ

ツチフキ ○Abbottinarivularis

カ
ラ
ゴ
イ
ヤ
ョ
ツ
ワ
ス
ン
ナ
イ

マ
ゼ
ッ
グ
｜
ハ
ギ
ム
カ

ソ
レ

ブ
ウ
ワ
イ

ク

カ
ゼ
モ
ウ
ア
ソ
カ
オ
ハ
ハ
ブ
．

Ｐｓｅｕｄｏｇｏｂｉｏ ｅｓｏｃｉｎｕｓ

○Ｂｉｗｉａｚｅｚｅｒａ

Ｐｓｅｕｄｏｒａｓｂｏｒａ parva

Tｒｉｂｏｌｏｄｏｎｈａｋｏｎｅｎｓｉｓ

Ｍｏｒｏｃｏｓｔｅｉｎｄａｃｈｎｅｒｉ

○Ctenopharyngodonidellus

2１ ○ZaccQ tｅｍｍｉｎｃｋｉ

Ｚａｃｃｏｐｌａｔｙｐｕｓ

○Opsariichthyslmcirostris

○Hypophthalmichthysmolitrix

２
３
４
５

２
２
２
２

Cａｒａｓｓｉｕｓａｕｒａｔｕｓ

Cｙｐｒｉｎｕｓｃａｒｐｉｏ2６

升NaturalhybridbetweenQ.辺旦旦ｇｌＬｘ且.E1uvius
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表５ （続き）

Ｔａｂｌｅ５． （Continued）

和 名

Ｊａｐａｎｅｓｅｎａｍｅ

学名

Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃｎａｍｅ

科名

Ｆａｍｉｌｙ

Nｑ

シロヒレタビラ升

タイリクバラタナゴ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

スジシマドジョウ

ギバチ

tａｂｉｒａｔａｂｉｒａ○ムニ且ﾆﾕｭ旦聖竺匹且ＣＹＰＲｴＮｴDＡＥ２７

(Continued）
２８

ドジョウ科２９
ＣＯＢⅡｴＤＡＥ

３０

３１

３２

ギギ科３３

ＢＡＧｍＤＡＥ

oｃｅｌｌａｔｕｓｏｃｅｌｌａｔｕｓ○且hodeuS

aｎｇｕｉｌｌｉｃａｕｄａｔｕｓＭｉＳｇｕｒｎｕＳ

Ｌｅｆｕａｅｃｈｅｃｈｉｇｏｎｉａ

Cｏｂｉｔｉｓｂｉｗａｅ

sｔｒｉａｔａ○Cobiti目上旦旦旦些

aｕｒａｎｔｉａｃｕｓ丑SeudobagmS

Ｐａｒａｓｉｌｕｒｕｓａｓｏｔｕｓナマズナマズ科３４

ＳｎＵＲｴＤＡＥ

Ｏｒｙｚｉａｓｌａｔｉｐｅｓメダ力メダ力科３５

oＲＹＺｎＴｍＡＥ

ｐｏｌｌｕｘCｏｔｔｕｓカジカ

ウツセミカジカ

スズキ

カジ力科３６
ＣＯＴＴｎＡＥ

３７

スズキ科３８
ＳＥＲＲＡＮｍＡＥ

○」２匹ＬＬＬ目」Eニユユム

○LateolabraxjaponicUS

○MicropterUS巳almoideSサンフィッシュ科３９

ＣＥＮＴＲＡＲｃＨｍＡＥ

オオクチパス

ﾃｨﾗﾋﾟｱﾆﾛﾁｶ○rilapianiloticaカワスズメ科４０

cmIⅡj工ＤＡＥ

RhinogobiU目hZ11凹旦11且

ChaenogobiusannulariS

ノ、 ゼ 科４１

ＧＯＢｎＤＡＥ
４２

ヨシノポリ

ウキゴリ

ジュズカケハゼ Rｈｏｄｏｎｉｉｃｈｔｈｙｓｌａｅｖｉｓ４３

升加藤・加々美、ではタビラと記載。
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表６多摩川水系地先における魚類の地方名。本表以外の魚種は一般に標準和名で呼

ばれている。また地方名をもつものでも標準和名と併用されているものもある。

標準和名 地方名（カッコ内は収録地）

スナヤツメ

タモロコ

ゴ イ

ツチフキ

カマツ力

ヤツメウナギ（全域）

モロコ（立川市、昭島市）

サイゾー（調布市）、サイ・サイコロ（昭島市、羽村町、秋川市）

コトウのカエリンポウ升（昭島市）

スナモグリ（狛江市）、コトウ（立川市、昭島市、羽村町、青梅市、秋川市、
五日市町）、コトブシ（青梅市）

クチポソ（全域）

ハヤ（全域）、ホンバヤ（立川市）

マグソッパヤ、クソンバヤ（青梅市、奥多摩町、秋川市、五日市町、日の出
町）

ヤマベ（全域）、ガンガラ（狛江市）、バカッパヤ（立川市より上流全域）、
オコゼ・オコゼッパヤ（青梅市）

イタブナ（秋川市）

オババ･オババドジョウ（昭島市、羽村町、秋川市、日の出町）

スナムグリ・スナドジョウ（昭島市、青梅市）、スナメ（秋川市、日の出町）

ギンギョ・ギンギョバチ（昭島市、青梅市、秋川市）

ハリメド（秋川市）

チョコカジカ、チョコパラ（昭島市、羽村町、青梅市、秋川市、五日市町）

ゴ
イ
ヤ

ハ

ッ
グ
ラ

・
フ

モ
ウ
ア

オイカワ

タナゴ類

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギバチ

メダカ

ヨシノボリう(~升

升「カエリンポウ」とは「できそこない、類似品」というような意味である。
蒜ジュズカケハゼはヨシノポリと混同され、同一地方名で呼ばれている。

の平坦地が展開した。これらの平地流域の河川形態は、水野．御勢３０のいうＢｂ型であった。こ

れよりも上流域では、川岸の一方もしくは両岸に山地（丘陵地を含む）が迫ることが多く、河床

の平均勾配はおおむね，０以上であった。上記の水野．御勢30）に従えば、これらの流域の河川形
態は、その下流部でＡａ－Ｂｂ移行型、上流部でＡａ型を示した。このうち特にＡａ（１）型とよば

れる源流域では河床の平均勾配はおおむね５０以上、最大２２２（日原川唐松谷、Stn、７９）であっ
た。

夏季の水温は、おおむね下流域で高〈（２５～２９℃）、上流へいくにしたがって低くなり、曰

原川の源流部では１５℃以下であった。ただし羽村堰上（Stn、１３）から沢井(Stn、１６)の間の多

摩川本流の水温は、その上･下流域に比べて約５℃低い特異な区間であった。奥多摩湖の夏季の
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水温は､表層で約26℃に達したが､底層では6～7℃であったｘ１
水質は、多摩川本流の是政橋（Stn1）～日野橋（Ｓｔｎ４)間がα－中腐水性、多摩大橋

（Ｓｔｎ５）～昭和用水堰（ＳｔｎＢ）間がβ－中腐水性、多摩橋(Stn.９）～永田橋本流Gtn10）

間が強腐水性、羽村堰下（Stn、１２）より上流域の本・支流は全て貧腐水性を示した。浅川では、

新井橋(Ｓｔｎ２２）～浅)||橋(Ｓｔｎ２４）間がcZ-中腐水性、水無瀬橋(Stn､２６）および)||□川

（Stn､２５）が強腐水性、小仏)||と北浅Illは貧腐水性であった。秋川および平井川は全域（支流

を含む）が貧腐水性であった。

奥多摩湖の水質は栄養塩の濃度などから貧栄養性と考えられており'ｑこれはsaprobicsys
temの貧腐水性に相当するという２

河川における魚種別の出現地点の環境の測定値を表７に示した。

放流状況1979～1982年の多摩川水系における魚類の放流状況を表８に示した。

考察

再生産今回の各魚種の出現地点は、必ずしもその再生産する地点を示すとは限らない。すな

わち、出水時の上流域からの流下魚の一時的な生息による出現（奥多摩湖からの流下を含む）、

あるいは、放流に伴なう一時的な出現などが考えられる。しかし、このような一時的な出現の場

合、毎年放流が行なわれている魚種を除けば、一般に出現地点数、採集個体数とも少なく、稚魚

は認められないのが普通である。したがって本報では、原則として、５地点以上に出現し、かつ

稚魚あるいは幼生の確認されたものを本水系の河川内で再生産している魚種と考えた。また、

奥多摩湖内の出現魚の再生産については加藤．加々美'のに従った。
津田０によれば、一般に強腐水性域には魚類は生息せず、水野3Dも、強腐水性域での出現魚は
他水域からの移動によるものであろうとしている。今回の多摩川水系においても、河床における

細菌類の繁殖状況などから、強腐水性域での魚類の再生産は行なわれていないものと推定した。

魚種別の生息状況１９７１～1984年の出現記録と、聞き取り調査などによる往時の生息状況か

ら、多摩川水系における各魚種の生息状況について以下に考察する。

スナヤツメ（別図１）本種は産卵期以外は河床の砂泥中に潜っているため、通常の投網や手

綱による採集方法では採集されにくい魚種の－つである。

本種は、多摩Ill、浅川、秋111の５地点で採集され、これらの個体の中にはアンモシーテス期の

幼生も認められたので再生産は明らかであった。採集地点の水質は、浅川橋Gtn、２４)がcZ-中

腐水性を示したほかはすべて貧腐水性域から採集された。
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表７河川における各魚種の採集地点の夏季の水温（ＷＴ）、標高（ＥＬ)、河床の平均

勾配（ＧＲ）、水質（ＷＱ)の範囲と平均値（カッコ内）。水質は貧腐水性を１，

β－中腐水性を２，α－中腐水性を３，強腐水性を４と換算した。

Ｔａｂｌｅ７．Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅ４ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌｆａｃｔｏｒｓｏｆｔｈｅ

ｗａｔｅｒｓｐｒｅｓｅｎｔｅｄｔｏｔｈｅ３７ｓｐｅｃｉｅｓｏｒｆｉｓｈｅｓｃｏｌｌｅｃｔｅｄ･Maxi-

mumwatertemperature（WT），elevationofthelocation(EL），

bottomgradient（GR）andwaterquality（Wq)．Waterquality

regimesbysapprobicsystemwerecodedasfollows；（１）oligo-

saprobic，（２）β－mesosaprobic，（３）a-mesosaprobic，（４）ｐｏｌｙ－

ｓａｐｒｏｂｉｃ･Ｅａｃｈｆａｃｔｏｒｐｒｅｓｅｎｔｅｄｂｙｔｈｅｒａｎｇｅｏｆｔｈｅｖａｌｕｅｓ

ａｎｄｔｈｅａｖｅｒａｇｅｖａｌｕｅｓｇｉｖｅｎｉｎｐａｒｅｎｔｈｅｓｉｓ．

種名

Ｓｐｅｃｉｅｓ

Ｌａｍｐｅｔｒａｍｉｔｓｕｋｕｒｉｉ

ｗＱ

１１０－２３０
（１５８０）

ＨⅢ｜Ⅱ⑰｜ⅡⅢ’１ⅢｌＨＭｌ１

９５－３４５
（１７３

Anguillajaponica

９５－１００

（４１８９）
１７８

（４７４
ＯｎｃｏｒｈｙｎｃｈｕＳ－ｍａｓｏｕ

１８

（17.5） （１９２．５）
－１３
００

Oｎｃｏｒｈｙｎｃｈｕｓｒｈｏｄｕｒｕｓ

６５－４６５

（２５１７）
４２

（１８２）
ＳａｌｍＯｇａｉｒｄｎｅｒｉ

２９０Sａｌｍｏｔｒｕｔｔａ

３３０１２５
（９４５

４－２２２
（1３４４

Sａｌｖｅｌｉｎｕｓ P1uviuS

ｌⅢ｜ｌⅢｌＨＭｌＨ⑬｜Ｈ⑰｜Ｈ伽一出㈹’１

９６０１２００
（1070.0）

１

（１１１．５）
０．ｍａｓｏｕｘＳ・ｐｌｕｖｉｕｓ

６５－３１０
（１５６５）

２２
（９

Ｐ１ｅｃＯｇｌｏｓＳＵｓ aｌｔｉｖｅｌｉｓ

４０－１４

９２．３）
－１３

（5.2）
GnathopogonelongatuselongatuS

１９百雪
０１１０

（８０．０）
Hｅｍｉｂａｒｂｕｓｂａｒｂｕｓ

４５１４０

（８８．９）
３－１３

（４９）
Aｂｂｏｔｔｉｎａｒｉｖｕｌａｒｉｓ

４０－１８０
（１０２．７）

１３

5.5）
Ｐｓｅｕｄｏｇｏｂｉｏｅｓｏｃｉｎｕｓ

110Bｉｗｉａｚｅｚｅｒａ

４０－２３０
（１０４２）

２２

（６３）
１－４

(2.2）
Ｐｓｅｕｄｏｒａｓｂｏｒａ ｐａｒｖａ
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表７（続き）

Ｔａｂｌｅ７． （Continued）

ｗＱＧＲ

(、/KC､）

ＥＬ

(加）

ＷＴ

(℃）

名種

Sｐｅｃｉｅｓ ＨⅢ｜ＨⅢ｜ＨⅢ一ＮⅢ－３

３－４３
(１０．３）

３－４４
(12.5）

５０－３４５
(１６７．７）

１４－３１
(２３．３）ｴﾕﾕ119：Lgﾕｭﾕlﾕﾆとgﾕ旦旦旦ｴ且

６５－４６５
(１７６．０）

１６－３１
(２３．０）

２３－２９
(２７．４）

１８－３１
(２５．９）

sｔｅｉｎｄａｃｈｎｅｒｉＭｏｒｏｃｏ

１－１０
（4.8）

１－１３
（6.2）

１

》

ｕｎｃｉｒｏｓｔｒｉｓ
￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣opsariichthyS ＨⅢ｜Ｈ⑰’２

Ｏ

Ｃａｒａｓｓ１ｕｓａｕｒａｔｕｓ
－－￣

●

QZElﾕ１１１１且ニニ、三２
３

ｔａｂｉｒａｔａｂｉｒａ
－￣

川

３３

RhodeuS匹ﾆﾕﾕﾆLLL目匹旦ユユ11且
１－４
(２２）

１

(１０）

１－４
(１８）

１

(1.0）

１－３
(2.2）

２－３
(2.3）

１－４
（１２）

２

１－１３
（6.1）１４ﾕﾆ昼11ニユ１１§

１１１と

３－１４
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表７（続き）

Table７．（Continued）

「1

回

】侍

Kｈｏｄｃ Ｚ

表81979年から1982年の多摩川水系における魚類の放流数量。特に単位を記してい
ないものは尾数で示してある。

XDiEq二脳

彦摩川本・支力 ）ｋ, ＪＯＣ』７Ｃ

埜７ihh

９８７
ＪＯＣ

JOCZID

D８Ｃ

2歪ンPＴ

２，００Ｃ
ａＯＯＯ

5.000

昌含】n用明

７７，０８９
Ｊ6．０００

ろ塵ＥＩｌｌフに・芒 ８．２０Ｃ ａ３１Ｃ ８９３Ｐ９８

当巨７鄙 ､ＤＯＣ 〔LＯＯＣ

表８ (続き）

放流年 放流場所

多摩川本・支流

奥多摩湖

多摩川本・支流

奥多摩湖

多摩川本・支流

奥多摩湖

多摩川本・支流

奥多摩湖

アユ

2,220,800

ワカサギ フナ コ イ

3９３，０００

２４，５００

４３０，０００

３，５００ｋ９

６８０，０００

１５４，０００

６５８，０００

１５４，０００
－

４８０,０００

１５４，０００

８１５，０００

１５４，０００

1９７９

15,000,000粒

2，０２２，３００
1９８０

15,000,000粒

2，５２４，０００
1９８１

1,721,000
1９８２
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聞き取り調査によれば、本種は水質汚濁の進行する1955年以前には狛江、調布、立川、昭島

の各市地先の多摩川にも生息していたという。Ｏｓｈｉｍａ25）も1957年の報告で本種を多摩)||下流

域より採集している。また、聞き取り調査によれば、奥多摩湖の湛水する1957年以前には、同

湖湛水域付近の多摩川にも本種力生息していたという'１したがって､本種は1955年以前には

多摩川水系全域に広く分布していたものと思われる。

ウナギ（別図２）本種は夜行性であり、昼間は物蔭にひそむので通常の採集方法では採集さ

れにくい魚種の－つである。

本種は、多摩川、秋川、平井)||の５地点より各々１回、１個体づつ採集された。採集地点の水

質は、昭和用水堰(StnB)がβ－中腐水性を示したほかはすべて貧腐水性であった。

多摩川水系には、漁業協同組合によって本種の種苗が放流されており（表８）、上記の採集個

体の中にはこれらの放流魚が含まれている可能性がある。

聞き取り調査によれば、奥多摩湖の湛水以前には、本種は同湖湛水域付近の多摩川にも生息し

ていたという'１

ヤマメ（サクラマス）（別図３）本種は多摩川本・支流の上流域を中心とする４０地点(標高

９５～1200腕）および奥多摩湖内の３地点で採集もしくは確認された。これらの出現地点のうち

最下流の昭和用水堰（Ｓｔｎ、８）については、１回、１個体のみの採集であり、これは上流域から

の流下魚の一時的な生息による出現と思われる。

河川における各出現地点の夏季の水温は、昭和用水堰の２６℃を除けば他はすべて２３℃以下で

あり、おおむね２１℃以下１２℃までの範囲にあった。標高および河床の平均勾配は各々おおむね

１５０～1200ｍおよび５～１６７加の範囲にあった。

本種は、多摩川本・支流および奥多摩湖に毎年発眼卵や稚魚が放流されているが（表８）、放

流の行なわれていない地点でも稚魚が認められることから、本水系における再生産は明らかであ

った。

多摩)||水系の河)||に生息するヤマメのほとんどは終生パールマークをもち、河川型の形態を示

すので、これらは降海しないものと思われる。一方、奥多摩湖内では、本種は湖沼型サクラマス

の形態を示し､最大全長656加加に達する個体が採集されているICL

アマゴ（別図４）本種は元来奥多摩湖より下流域の多摩711水系には生`息していなかったが、

1974年に１回のみ放流が行なわれており、この年に多摩川の２地点で各々１回のみ採集された。

しかしその後はまったく出現しないので､本水系には定着しなかったものと思われる7】

ニジマス（別図５）本種は、多摩川本・支流の１２地点および奥多摩湖内の２地点で採集も

しくは確認された。

本種は、奥多摩湖を含む多摩川水系上流域の一般漁区へ毎年放流が行なわれている（表８）。
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また、本水系上流域には約４０ケ所の本種の養魚場や､本種を河川内に放流して釣らせる９ケ所の

特別漁区（河川釣り場）がある。したがって、今回採集もしくは確認された個体の中には、これ

らの放流魚の生残個体、あるいは養魚場や特別漁区から逃げた個体が含まれる可能性がある。な

お、加藤'6)は、上記の特別漁区付近の本須(Stn、５２）、大丹波川下部(Stn、６４）、氷川(Stn、
７０)の３地点で本種の自然産卵を認めているが、これらは放流魚生残個体の産卵によるものであ

り、本水系において再生産を繰り返している個体群は認められなかったとしている。

本種の出現地点の夏季の水温は１７～２６℃、水質は貧腐水性～強腐水性の範囲にあったが、上

記のような放流により、その分布については人為的な影響が大きいと思われる。

ブラウントラウト（別図６）本種は入川の奥多摩分場前（Stn、６６）で１個体採集されたの

が唯_の記録で､これは明らかに都水試奥多摩分場飼育池から逃げた個体と思われる'3）

イワナ（BⅡ図７）本種は日原川水系の７地点で採集または確認され、これらのうち氷川（Stn、

７０）を除く他の６出現地点はすべて源流部であった。本種は最近、稚魚や発眼卵が日原川水系

を中心に放流されているが（表８）、上記の出現地点では、放流の行なわれていない場所でも稚

魚が認められており39本種の再生産は明らかであった。

本種は、主として標高７００加以上の水域に出現し、標高1000～1200腕付近まではヤマメと混

棲するが、これよりも上流域ではイワナのみの生息となる。本種の生息が確認された最上流部は、

大雲取谷源流部六軒谷の標高約1500ｍの地点であった。

本種は、かつては水根沢（奥多摩湖の小河内ダム直下で多摩川に流入）やクキ沢（奥多摩湖に
流入)にも生息していたという3ぞ

出現地点の夏季の水温は１２～１８℃、水質はすべて貧腐水性であった。

イワナとヤマメの自然雑種（別図８）日原川水系のヤマメとイワナの混棲域では、この両者
の自然雑種がまれに採集される'４１

アユ（別図９）本種は多摩川本・支流の２０地点および奥多摩湖内の3地点で採集または確認
された。

本水系には、毎年本種の種苗が多数放流されている（表８）。また、多摩川下流の調布取水所

防潮堰では東京湾からの天然遡上アユが認められている3:）しかし、本水系にはこれより上流域
に多数の堰堤があり（羽村町地先の小作取水堰までの多摩川本流だけでも８ケ所）、これらには

十分な魚道設備もないので３４）天然遡上アユの上流域への移動は困難と思われた。したがって、
今回採集もしくは確認されたアユはすべて放流魚に由来するものと思われる。また、本種の放流

は、奥多摩湖に流入する丹波川（多摩川本流の山梨県内での呼耐でも行なわれており、奥多摩

湖内で採集された個体は､これらの放流魚が流下したものと思われる'0〕

ワカサギ（別図１０）本種は奥多摩湖内の３地点でのみ採集された。同湖には1958年以後毎
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年諏訪湖産発眼卵の移殖が行なわれており、小規模ながら同湖流入河川での自然産卵も確認され

ている'0】

タモロコ（別図１１）本種は、多摩川本・支流の平地流域を中心に２０地点(標高４０～14077z）

で採集され、貧腐水性～強腐水'性域を通じて普通にみられた。出現地点の夏季の水温は１８～３１

℃の範囲にあった。これらの各地点では成魚とともに稚魚も採集されており、本種の再生産は明

らかであった。

本種は､元来西日本を中心に分布するが'1)上述のように現在は本水系に完全に定着している。

ホンモロコ（別図１２）本種は奥多摩湖内の２地点からのみ採集された。本種は、1958年に

－度だけ琵琶湖からの移殖が行なわれたが、現在同湖内では普通にみられ、その再生産・定着が

成功した'０１

ニゴイ（別図１３）本種は多摩Illおよび秋川の平地流域の６地点（標高５０～110??z)から採集

されたが、浅川および平井川からは採集されなかった。本種は、貧腐水性域からα－中腐水性域

を通じてしばしば採集され、成魚とともに稚魚も採集されていることから、本水系における再生

産は明らかであった。採集地点の夏季の水温は２６～２９℃であった。なお、加藤7)は、永田橋本
流（Stn・１０）で１９７３年１０月２６日にニゴイ８個体（全長７０～１０４７ｍ）の採集を記録している

が、これはツチフキの採集を誤記したものであり、ここで訂正する。

ツチフキ（別図１４）本種は多摩川本・支流の平地流域の１４地点（標高４５～140ｍ)から採

集された。本種は貧腐水』性域から強腐水性域を通じてしばしば採集され、成魚とともに稚魚も採

集されることから、本水系における再生産は明らかであった。採集地点の夏季の水温は２１～３１

℃であった。

本種は元来近畿地方以西に分布するが'9本水系への公式の移殖記録はないので､アユ種苗等

に混入して移殖されたものと考える。本種は、1957年にはすでに多摩川下流部での採集記録が

報告されている251

カマツカ（別図１５）本種は、多摩川、秋)Ⅱおよび平井川の平地流域を中心に１３地点（標高

４０～180腕）から採集され､これらの採集地点の水質は貧腐水性からα－中腐水性を示した。

本種は貧腐水性およびβ－中腐水性域ではしばしば採集され、稚魚も認められたのでその再生

産は明らかであったが、α－中腐水性域の是政橋、関戸橋、日野橋（Ｓｔｎｏ１、３，４）では各々１

回、１個体のみの採集であった。したがって、これらの３地点における採集個体は上流域からの

流下個体と思われる。

本種は、汚濁の進行する1955年以前には狛江市地先から立川市地先の多摩川（現在の水質は

α_中腐水性)でごく普通にみられたことが､聞き取り調査や文献1,2,25,261こよって明らかで
ある。したがって、本種はかって本水系下流域まで広く分布していたが、汚濁の進行に伴なっ
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て、現在はその再生産する水域が貧腐水性域およびβ－中腐水性域に後退したものと思われる。

今回の本種の採集地点の多摩川本流における上限は、羽村堰上（Stn、１３）であったが、聞き

取り調査によれば、本種は奥多摩湖の湛水する1957年以前には、羽村堰から青梅市御岳(Stn

l7）付近まで分布したという35】

今回の本種採集地点の夏季の水温は、羽村堰上で１８℃であったほかは、２３～31℃の範囲内に

あった。

ゼゼラ（Ｈ１]図１６）本種は、東秋川橋（Ｓｔｎ、３５）で本報および加藤7）の２回の採集記録が

あるほか､奥多摩湖で1980~1981年の採集記録'２：あるのみである。本種は元来琵琶湖淀川水
系に分布するが１９本水系には公式の移殖は行なわれていないので､ｱﾕ種苗などに混入してき
たものと思われる。本種は、採集例が少ないことから、その再生産については明らかでない。

モツゴ（別図１７）本種は、多摩川本・支流の平地流域を中心に２４地点（標高４０～23077z）

から採集されたほか、奥多摩湖内の３地点からも採集された。河川における採集地点のうち、川

井堰（Stn、１７）では１回１個体のみの採集であったが、他の採集地点では普通にみられた。川

井堰における出現は、その採集回数がわずか１回のみであることから、他の放流魚への混入個体

の一時的な生息によるものと思われる。

本種は貧腐水性域から強腐水性域を通じて普通に出現し、稚魚も認められたので、本水系で広

く再生産しているものと思われる｡なお､本種は奥多摩湖での再生産も認められている'0）

ウグイ（別図１８）本種は多摩川本・支流の中・上流域に広く分布し、河川の４３地点（標高

５０～345??z、夏季の水温14～３１℃)および奥多摩湖内の３地点から採集され、今回の出現魚種の

うち最も出現地点数の多い魚種であった。これらの出現地点では成魚とともに稚魚も認められた

ので、その再生産は明らかであった。本種の河川における分布上限の標高は、栓村橋（Stn､２０）

の３４５７γzであったが、聞き取り調査によれば、奥多摩湖の湛水以前は、同湖湛水域付近の多摩川

にも生,息していたという。

本種は、1955年以前には本水系の上～下流域を通じて最も多数生息した魚種といわれているが

1,2)今回の調査では、α-中腐水性および強腐水性域では､貧腐水性およびβ－中腐水性域に
比べて出現頻度、採集個体数ともに少なかった（ただし、永田橋本流（Ｓｔｎ」０）は例外)｡永田

橋本流は強腐水性域であるが、本地点の約1500加上流にはウグイの優占する貧腐水性域があり、

また、本地点に流入する湧水流（Ｓｔｎ、１１）では稚魚を含む多数のウグイが認められる。したが

って、本地点で採集されたウグイは、これらの上流域もしくは湧水流からの流下個体が主体であ

ると思われる。

アブラハヤ（別図１９）本種は多摩川本・支流の３５地点（標高６５～46577z）で採集または確

認され、稚魚も採集されたので、本水系における再生産は明らかであった。本種は、貧腐水性～
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強腐水性域を通じて出現し、とくに貧腐水性域およびβ－中腐水性域では普通にみられた。しか

し、α－中腐水性域の日野橋、新井橋（Ｓｔｎ、４，２２）では大規模な出水の後にみられたのみで

あった。したがって、これらの２地点における出現は、上流域からの流下魚の一時的な生息によ

るものと思われる。また、ｃＺ－中腐水性および強腐水性域の多摩橋、永田橋本流、浅川橋、）11口

川（Ｓｔｎ、９，１０，２４，２５）の４地点では本種が比較的多く認められた。これらの４地点のすぐ

上流域には本種の再生産する貧腐水性域があるので、これらの各地点における出現個体は、上流

の貧腐水性域からの流下魚の恒常的な補給によるものと推測された。

本種出現地点上限の標高および河床の平均勾配は、各々465加および44ｍであり、本種がウグ

イ（分布上限の標高と河床の平均勾配は各々345ｍおよび４３７７z）よりも上流域まで分布すること

が明らかであった。

聞き取り調査によれば、本種は奥多摩湖湛水以前には、同湖湛水域付近の多摩川にも生息して

いたという'0〕

ソウギョ（別図２０）本種は奥多摩湖内のｌ地点のみから採集された。本種は同湖内に1962

～1966年の5年間にわたり放流されているが､その再生産については明らかでない'０】
カワムツ（別図２１）本種は多摩111本流および秋川の平地流域を中心に９地点（標高４０～

180ｍ）から採集されたが、各地点とも採集回数および採集個体数は比較的少ない。しかし、水

野・御勢3o)は秋川における本種の繁殖例を示し、本報でも、1979年１２月に沢戸橋(Ｓｔｎ、４０）

で稚魚を採集している（別表１）ので、本種は秋川で再生産しているものと思われた。

本種は元来中部地方以西に分布するが''1本水系には公式の移殖記録はないので､アユ種苗な
どに混入して移殖されたものと思われる。

オイカワ（別図２２）本種は、多摩川本・支流の平地流域を中心とする２９地点(標高40～190

?γz）および奥多摩湖内の３地点から採集され、貧腐水性域から強腐水性域を通じてごく普通にみ

られた。また、稚魚も採集されているので再生産は明らかであった。

本種の多摩川本流における分布上限は多摩)||橋（Ｓｔｎ、１４）であったが、聞き取り調査によれ

ば、奥多摩湖湛水以前には、本種は沢井（Stn16）付近まで分布していたことが知られている
３５）

○

ハス（別図２３）本種は、多摩)１１の是政橋（Stn、１）１地点および奥多摩湖内の２地点から

採集された。このうち是政橋の採集は１回１個体のみであり、その再生産については不明である。

一方､奥多摩湖では、本種は1972年以降ほぼ毎年採集されており'9）稚魚も確認されているこ
とから本湖内での再生産は明らかであった。

本種は元来関西地方に分布し'1)、本水系には公式に移殖されていないので、アユ種苗などに混
入して移殖されたものと思われる。
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ハクレン（別図２４）本種は奥多摩湖のダム前（Stn、８４）１地点より採集されたのみであ

る。本種は、同湖内に１９６２～1966年の５年間にわたり放流が行なわれており、毎年６～７月に

は多数の群泳が観察される'o)。

フナ（別図２５）本種は、多摩川本・支流の平地流域を中心とする３１地点（標高４０～２３０

加）および奥多摩湖内の３地点より採集された。これらの採集地点のうち、柳渕橋Jll井堰Gtn、

１５，１７）の２地点では各々１回１個体のみの採集であり（柳渕橋の採集個体はキンギョ）、こ

れらは放流魚の一時的な生息による出現と思われる。これらの２地点を除く本種の生,息上限の標

高および河床の平均勾配は各々190"および１３７'0であった。

本種は、貧腐水性域から強腐水性域を通じて普通に出現し、稚魚も認められたので、本水系に

おける再生産は明らかであった。

本種は、多摩川の本・支流および奥多摩湖に放流が行なわれている（表８）。

コイ（別図２６）本種は、多摩川本・支流の平地流域を中心とする１５地点（標高４５～１８０

７?z）および奥多摩湖内の３地点で採集または確認され、貧腐水性域から強腐水性域を通じて出現

した。本種は多摩川本・支流および奥多摩湖に毎年放流されており（表８）、上述の出現魚の中

にはこれらの放流魚が含まれている可能性がある。また、本種の採集魚は全て全長５５７，７０以上

の個体で、稚魚は採集されなかった。したがって、本種の再生産の有無については今後精査する

必要がある。

シロヒレタビラ（別図２７）本種は、昭和用水堰（Ｓｔｎ、８）で１回２個体、奥多摩湖の麦山

浮橋（ＳｔｎＢ５）で１回１個体が採集されたのみである。

本種は元来琵琶湖淀川水系と濃尾平野に分布する魚種でu)本水系にはｱﾕ種苗などに混入し
て移殖されたものと考える。また、本種は採集地点数、採集個体数ともに少ないことから、本水

系における再生産については明らかでない。

奥多摩湖の採集個体について、加藤．加々美'0)は亜種までの査定ができず、単にタビラと記

載しているが、その後､君塚.多ﾎﾟざ6)は本個体をシロヒレタビラと判定している。

タイリクバラタナゴ（別図２８）本種は大丸堰（Ｓｔｎ、２）で１回確認されたのみであり、本

水系における再生産については明らかでない。

ドジョウ（別図２９）本種は多摩川本・支流の平地流域を中心とする２１地点(標高４０～１９０

７７z）から採集された。採集地点の水質は貧腐水性から強腐水性域にわたり、本種はこれらの各採

集地点で普通にみられ、稚魚も採集されたので、本水系における再生産は明らかであった。

聞き取り調査によれば、本種は奥多摩湖湛水以前には沢井（Ｓｔｎ、１６）付近よりも下流域の多

摩川に生息していたというが351現在は羽村堰上(Stn」3）が多摩)||本流における分布上限と

なっている。
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ホトケドジョウ（別図３０）本種は多摩川本・支流の９地点から採集され、これらの採集地

点はすべて貧腐水性域であった。これらの採集地点で本種は普通にみられたので、その再生産は
明らかであった。

シマドジョウ（別図３１）本種は多摩川本・支流の３３地点（標高４０～245ｍ）より採集され、

平地流域から溪流域まで広く分布した。本種は貧腐水性域から強腐水性域を通じて採集され、稚
魚も採集されているので、本水系における再生産は明らかであった。

スジシマドジョウ（別図３２）本種は奥多摩湖の留浦浮橋（Stn、８６）で1981年に数個体が

採集されたのみで、その再生産については明らかでない。本種は元来近畿地方以西に分布する種
で'1)､本水系にはｱﾕ種苗などに混入して移殖されたものと思われるIOU
ギバチ（EII図３３）本種は、浅)１１を除く多摩川本・支流の平地流域を中心に１１地点（標高
１１０～190ｍ）から採集された。また、本種は奥多摩湖内の２地点でも採集された。上記の採集
地点のほとんどでは成魚とともに稚魚も採集されており、その再生産は明らかであった。
河川における本種の全採集地点において、水質は貧腐水性を示した。

聞き取り調査および立川市教育委員会26)によれば、１９５５年以前には本種は、狛江、立川、昭
島の各市地先の多摩川に分布したという。Ｏｓｈｉｍａ25）も、1957年の報告で本種の多摩川下流で
の採集を報告している。したがって、本種の分布は、汚濁の進行に伴なって現在の貧腐性域に後
退したものと思われる。

同じく聞き取り調査によれば、奥多摩湖の湛水以前には、本種は多摩川の沢井(Stn、１６）付
近より下流部でよく漁獲されたという35〕
ナマズ（別図３４）本種は多摩川本・支流平地流域の６地点（標高４５～１１０伽）で採集され、
これらの採集地点の水質は貧腐水性からcz-中腐水性を示した。

本種は夜行性で昼間は物陰にひそむので、投網や手綱では採集されにくい。このため採集地点
数、採集個体数ともに少なく、その分布を十分に明らかにできなかった。しかし、本種は成魚と
ともに稚魚も採集されているので本水系における再生産は明らかである。

聞き取り調査によれば、本種は奥多摩湖の湛水以前には多摩川の青梅市地先付近まで分布した
というが３２）現在の多摩川本流では、昭和用水堰より上流部では全くその生息をみない.
メダカ（別図３５）本種は多摩川および浅｣１１の３地点より各々１回のみ採集されているが、採

集地点数、採集回数ともに少ないことから、その再生産については明らかでない。
聞き取り調査によれば、本種は1955年以前には多摩水系中・下流域の農業用水路などでよく
みられたが、現在では生息が認められないという。

カジカ（EII図３６）本種は多摩川本・支流の４０地点で採集または確認され、本水系上流域を

中心に広く分布した。しかし、このうちの昭和用水堰(Ｓｔｎ、８)、多摩橋(Ｓｔｎ９）、永田橋本
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流(Ｓｔｎ・１０）の３地点については、採集回数が各々１回のみであり、しかも多摩橋の採集個体
は整死魚であった。また、永田橋における採集が大規模な出水の後であったことなどから、上記
の３地点における採集魚は、上流域からの流下魚の一時的な生`息によるものと思われた。

秋川水系の秋川本流および南．北秋川の各調査地点では、１９７６年までは本種が普通に採集さ
れた7)。しかし1977年以降、これらの各地点では、本種は大規模な出水のあと以外は採集され
ていない。秋川水系では、源流域の桧原村で行なわれた奥多摩有料道路工事による河谷内への崩
落土砂が、１９７６年ごろには下流の五日市町から秋川市付近まで流下し、この結果、秋川本流お
よび南．北秋川の河床は極端に単調になってしまった（淵は埋まって浅くなり、また、瀬は小砂
利底の平瀬の割合が多くなり､浮石はほとんどみられなくなった)71また、1982~84年に行な
った本種の産卵場調査（都水試、未発表）では、奥多摩有料道路工事の崩落土砂の影響がない支
流の盆掘川および養沢川では多数の産着卵がみられたが、秋川本流および南・北秋川の各調査地
点では産着卵は全く認められなかった。こうしたことから1976年ごろより以降は、秋川本流お
よび南．北秋川では本種の産卵はほとんど行なわれていないものと推測された。

上述の渚結果より、現在本種が再生産すると思われる水域は、羽村堰付近より上流域の多摩川
本．支流、浅川水系の上流域、秋)||の支流および平井川上流域であり、これらはいずれも貧腐水
性域であった。

聞き取り調査および立川市教育委員会26)によれば、本種は1955年以前には、狛江、調布、立
川、昭島の各市の地先の多摩川（現在の水質は、β￣中腐水性およびα￣中腐水性）にも分布し

ていたという。また、都水試奥多摩分場では昭和２０年代に人工ふ化放流用種苗として本種産着
卵の採集を行なっており、その記録（都水試、未発表）によれば、１９４８年２月１４日に是政橋
（Ｓｔｎ、１）～関戸橋（Ｓｔｎ、３）間で４９５匁（約186Ｍ）の卵を採集（当日の水温８．２℃）、さ
らに、１９４９年２月５日にも是政橋付近（水温１０．３℃)で本種の卵を採集したとある。こうした

ことから、本種が１９５５年以前には多摩川の中・下流域に広く分布していたことは明らかであり、
その後の汚濁の進行に伴なって分布域が上流の貧腐水性域に後退したものと思われる。

なお、宮地ら37)は、河川に生息するカジカが生態学的に異る２型(両側型と河川型）に分けら
れ、このうち前者が下流側に、後者が上流側に分布するとしているが、今回はこの２型について
の判別を行なっていない。

ウツセミカジカ（別図３７）本種は奥多摩湖ダム前（Ｓｍ８４)で１回１個体が採集されたの
みで､本水系における生息状況は明らかでない'0）

スズキ（別図３８）本種は１９７８年８月に昭和用水堰（Ｓｔｎ、８）で１回１個体が採集された
のみである（別表１）。本種は元来海産魚であるが、季節によっては純淡水域にも遡上するとい
われる11)。しかし、アユの項でも述べたように、本採集地点より下流には魚道の完備していな
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い堰堤が多数あり34｣本種の遡上は不可能と思われる。したがって､この個体は､本採集地点付

近に４～５月に放流された海産アユ種苗に混入してきたものと思われる。

オオクチバス（別図３９）本種は多摩川の昭和用水堰(Ｓｔｎ、８）および奥多摩湖内の３地点

で採集された。これらのうち昭和用水堰の採集は１回１個体のみなので、その生息状況は明らか

でないが、奥多摩湖では成魚、稚魚とも多数採集されるので再生産は明らかであった。

本種が本水系で初めて確認されたのは1977年の奥多摩湖での採集個体による'01本種は公式

に移殖されたことはなく、何者かがひそかに放流したものと推測されている'０１

ティラピアニロチカ（別図４０）本種は関戸橋(Ｓｔｎ３）で１回１個体が採集されたのみで

'5〕その生息状況は明らかでない。

ヨシノポリ（B||図４１）本種は多摩川本・支流の２３地点および奥多摩湖内の３地点で採集さ

れ、このうち河川では貧腐水性域から強腐水性域を通じて採集された。

本種は河川、奥多摩湖内ともに稚魚が採集されているのでその再生産は明らかであった。ただ

し、河川における採集地点の中には、採集回数、採集個体数ともに少ない地点もあり、これらの

全地点で再生産が行なわれているかどうかは不明である。

本種は形態学的および生態学的に複数の型に細分されているが371今回はこれらの型について

の判別を行なわなかった。

ウキゴリ（別図４２）本種は羽村堰下(Ｓｔｎ、１２）'5)および奥多摩湖、ダム前(Ｓｔｎ８４)'o）

で各々１回採集されただけで、その生息状況は明らかでない。

ジュズカケハゼ（別図４３）本種は浅)11を除く多摩川本・支流の９地点(標高８５～１５５ｍ）

から採集された。本種は、β－中腐水性域の拝島橋(Ｓｔｎ７）および昭和用水堰(Stn、８）で各

１回、強腐水性域の多摩橋(Ｓｔｎ９）で２回の採集があるが､他の６採集地点はすべて貧腐水性

域にあった。これらの貧腐水性域では、本種は普通にみられ、稚魚も認められたのでその再生産

は明らかであった。

本種は小型種であるため、一般の遊漁者からはあまり認識されておらず、ヨシノボリと混同さ

れていることが多かった（表６）。したがって聞き取り調査によって１９５５年以前の分布を把握

することができなかった。

その他の魚種かつて本水系で再生産していたと思われるが、今回採集されなかった魚種はヤ

リタナゴAheirognathuSlencoelataである''2''2J本種は､Oshima25)が多摩川下流部で
の採集を１９５７年の報告で記録している。本種はマツカサガイなどの二枚貝に産卵する習性をも

つがu｝汚濁の進行によってこれらの二枚貝が死滅したため本水系ではほぼ絶滅したものと考え

られる'2１
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以上に述べた各魚種の生息状況より、本水系で現在再生産しているのが確実と思われる２５種

とその繁殖場所を表９に示した。

在来種と移殖種多摩川水系中・上流域において、１９７１～１９８４年に出現した４３種類の魚種

のうち、明らかに他水域からの移殖魚と思われたのは表５に示した１８種(うち１種は２亜種を含

む）であった。

奥多摩湖放流水の影響水産庁35)は、奥多摩湖湛水前の１９５１年および湛水後の１９７９年の羽

村堰(Stn、１３）における多摩川の水温を比較している。これによれば、１９５１年の最高水温は

約２５℃（８月に記録）であったのに対し、１９７９年の最高水温は約１９℃（６月に記録）であり、

約６℃の差が認められた。また、西村38)は１９７６年８月２４日に、昭和橋(StnJ9）～調布橋

（柳渕橋（Ｓｔｎ」５）の下流約１５km）間の多摩川の水温観測を行なっている。これによれば、

海沢合流点（Stn､１８）にある東電氷川発電所排水（奥多摩湖放流水）の流入地点より上流の多摩

Ⅱ|の水温は２３．３℃であった。これに対して､同排水流入地点より下流域の多摩)||の水温は１３８～

２０．５℃で２．３～9.0℃の低下がみられた。

奥多摩湖で現在主として使われている放水口はダム壁の有効水深７３．５ｍの位置にあり､この放

水口付近の水温は７～14℃と低いので､周年にわたって低温水が放流されている3:)したがって、

上述の水温調査の結果より、同湖から放流される低温水がその下流域の水温を低下させているこ

とは明らかであった。なお、この低温水の影響が特に大きい区間は、夏季の水温が２３℃までしか

上昇しない海沢合流点から多摩橋(Ｓｔｎ９）の間と思われる。

水産庁35）は、奥多摩湖の湛水した１９５７年以後の多摩川において､分布域が下流へ後退した魚

種として、カマツカ、オイカワ、ドジョウ、ギバチ、ナマズの５種をあげ、その原因は同湖より

放流される低温水にあると推測している。今回の調査では、上記の５種の分布域の夏季の水温は

いずれも１８℃以上にあった。したがって、夏季の水温が１４～１７℃までしか上昇しない柳渕橋

～御岳（Stn、１７）間の多摩川で、これらの魚種が生息しなくなった原因が奥多摩湖低温水の放

流によることは明らかであった。

分布と生息環境すでに述べたように、多摩川水系の河川において明らかに再生産すると思わ

れるのは表９に示した２１種であった。これらの各種の最上流の採集地点では、ヨシノポリを除く

２０種でき稚魚の採集状況などからいずれも再生産が行なわれているものと思われた。これらの

２０種の出現地点の最大標高を図３に示した。この結果、本水系ではイワナ（出現地点の最大標

高１５００腕）が最上流域に出現し、以下次のような順序で上流より下流へ分布した。ヤマメ（同

升ヨシノポリについては、多摩川本流の出現地点において奥多摩湖からの流下魚の一時的な

生息なども考えられ、その再生産する水域の上限を特定できなかった。
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表９多摩川水系で再生産していると思われる２５魚種とその繁殖場所
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１２００ｍ）、カジカ（同６４０ｍ）、アブラハヤ（同４６５??z）、ウグイ（同３４５ｍ）、シマドジョ

ウ（同２４５ｍ）、スナヤツメ（同２３０７７z）、ホトケドジョウ（同２１５ｍ）、オイカワ・フナ・ド

ジョウ・ギバチ（同１９０ｍ）、カマツカ・モツゴ・カワムツ（同１８０腕）、ジュズカケハゼ（同

１５５机）、タモロコ・ツチフキ（同１４０ｍ）、ニゴイ・ナマズ（同１１０ｍ）。

山本．伊藤39)は､わが国の河川でごく普通にみられる魚類について、上流から下流への分布様
式を次のように示している。すなわち、底生魚では、カジカ（大卵型）→アカザとカワヨシノポ

リ→ハゲギギまたはギバチ→カマツカとシマドジョウ→ナマズの順、遊泳魚では、イワナ→ヤマ

メまたはアマゴ→タカハヤまたはアブラハヤ→ウグイとカワムツ→オイカワ→コイ→ギンブナの

順であった。今回の多摩川水系の結果は、いくつかの魚種で上述の分布様式と若干の順序のちが

いはあるが、おおむね類似の傾向が認められた。

すでに述べたように、河川における各魚種の出現地点のうちとくに中流域では、出水時の流下

や放流に伴なう一時的な出現によるものが含まれると思われる。各魚種の再生産する水域とその

生』息環境の関係を明らかにするためには、このような一時的な生`息による出現を除外する必要が

あるので、今回は以下に述べる方法によって魚類の分布とその生息環境の関係につき考察した。

すなわち、奥多摩湖から放流される低温水の魚類の分布に対する影警がほとんどないと思われ

る多摩川の昭和用水堰より下流域、浅川、秋)||、平井川、日原川の各水域において、５～１１月の

期間升に５回以上の採集調査が行なわれた１５地点（別表３）をまず選定した。次に、これらの各
調査地点において、上記の５～１１月の調査における出現頻度（出現回数／調査回数）が２５％を上

回った魚種を、その地点で再生産している可能性の高い魚種と考えた。ただしこの方法では、ア

ユ、コイなどのように毎年多数の放流の行なわれている魚種では、その再生産の有無にかかわり

なく出現頻度が２５％を越える可能性があり、逆に、スナヤツメ、ナマズなどの採集しにくい魚

種や生息個体数の少ない魚種では再生産が行なわれていても出現頻度が２５％を下回る可能性があ

る。しかし、相対的な魚類の分布と生息環境の関係を論じるには有効と思われたので、この方法
を採用した。

この結果、上記の１５地点のいずれかにおいて出現頻度が２５％を上回ったのは１９種であった。

これらの各魚種の出現状況を、水質階級および河川型30)によって区分した水域別に表,０および図
４に示した。

出現種数は、貧腐水性のＢｂ型域で１６種と最も多く、上流域へいくに従って減少した。また、
汚濁の進行に伴なって出現種数は明らかに減少した。

升この期間は水温が高く、魚類の活動範囲が浅所に及ぶので採集が容易であり、冬期に比べ
て多数の魚種が採集される。
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水質階級と生息魚類の関係について、水野3)は、Liebman（１９５１）およびSladecek（1972）
ノノ

が各々ヨーロッパの河111で行なった例を紹介しており、このうちのLiebman（1951)の例は、多

摩川水系Ｂｂ型域における水質汚濁と出現種数の関係と類似の傾向を示すものと思われた。

水質汚濁指標としての魚類小島４０)によれば､多摩川水系淡水域最下流にある調布取水所防潮
堰の１９５６年のＢＯＤは1.9ppmであり、これは当時の同地点の水質が貧腐水性であったことを示

すものと思われる。しかし、その後の経済高度成長と平行して、同地点のＢＯＤは１９６１年には

2.8ppm（β－中腐水性）、１９６６年には5.0ppm（α－中腐水性)と悪化の一途をたどっている。

１９５６年には淡水域最下流部でさえ水質がこのように良好であったことから、１９５５年以前の多
摩川水系は、全域が貧腐水性であったと考える。

すでに述べた各魚種の生息状況から、その再生産の行なわれている水域が貧腐水性域内にのみ

あるものを清流の指標種と定義すれば、ヤマメ、イワナ、ホトケドジョウ、ギバチ、カジカの５

種がこれに相当した。また、現在は生息のみみられなくなったヤリタナゴもこれに相当するもの

と思われる。カマツカおよびアブラハヤの２種はくその再生産すると思われる水域が貧腐水性域

およびβ－中腐水性域にあり、やや汚濁のすすんだ水域でも繁殖可能な魚種と思われる。一方、

α－中腐水性の汚濁水域でも再生産が行なわれていると思われるものを汚濁水域の指標種と定義

すれば、タモロコ、モツゴ、オイカワ、フナ、ドジョウの５種は明らかにこれに相当するものと
思われる。

しかし、上記の清流域の指標種のうち、ヤマメ、イワナの２種はいずれも上流の低水温域にの

み生息する魚種であり、多摩川水系のように、主として中・下流域の汚濁が問題となっている河

川では、水質の指標種としてこれらはあまり適当ではないｄ水野3)は、これらの２種の分布が水
温条件によって限定されなかった場合、貧腐水性域内のみに生息するかどうかの疑問を表明して
いる。

したがって､本報では多摩川水系における水質汚濁指標種として､汚濁非耐忍種と汚濁耐忍種

の概念を採用した。すなわち、かつて多摩川水系の淡水域に広く分布したが、経済高度成長期以

後の汚濁の進行に伴ない、現在は貧腐水性域のみで再生産すると思われるものを汚濁非耐忍種と

定義し、一方、現在α－中腐水性域で再生産していると思われるものを汚濁耐忍種と定義した。

各種の分布状況より、本水系における汚濁非耐忍種としては､上記の5種の清流域の指標種のう
ち、ギバチ、カジカの２種がこれに相当した。ホトケドジョウについては、聞き取り調査によっ

て１９５５年以前の中・下流域での分布に関する’情報を得ることができなかったので、今回その汚

濁耐忍性を明らかにできなかった。一方、汚濁耐忍種としては、上記の汚濁域の指標種であるタ

モロコ、モツゴ、オイカワ、フナ、ドジョウの５種がこれに相当した。ただし、これらの汚濁耐

忍種は、いずれもα－中腐水性域のみならず、貧腐水性域もしくはβ－中腐水性域でも明らかに
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表１０河川型および水質階級によって区分した各水域別の魚類の出現状況。
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再生産しているものと思われる（表１０）。

渡辺（１９６２）は河川の珪藻を、（Ａ）汚濁に耐えられない種、（Ｂ）汚濁水域のみならず、

清浄な水域にも出現する広適応種、（ｃ）主としてα－中腐水性またはそれ以上に汚濁された水

域に比較的多数出現し､非汚濁水域にはほとんどあらわれない汚濁性種に3分しているが411本
●

報の出現魚種で上記の（Ｃ）に相当するものはなく、汚濁非耐忍種が（Ａ）に、汚濁耐忍種が

（Ｂ）に各々相当した。

本報で用いた汚濁耐忍性の概念は、Jones４２)が多くの実験例をあげて示したような、魚体お

よび卵の汚濁物質に対する生理学的な耐性だけを意味しない。むしろ、ある環境下である種の再

生産が可能かどうかという生態学的な観点からこの概念を用いた。すなわち、直接的あるいは間

接的な汚濁の影響によって、ある魚種の生活環の一部もしくは全体が致命的な障害をこうむると
●

その種の存続が不可能になると考えたのである。このような観点から、今回あげた汚濁非耐忍種

が多摩川水系の汚濁水域で再生産が不可能となった原因としては、例えば次のような事項が考え

られる。

（１）汚濁による沈澱物の堆積に伴なう産着卵の窒息死（カジカ、アユなどは川底の礫や砂利に

卵を産みつけるが、汚濁に伴なって発生する沈澱物が川底に堆積すれば、これらの産着卵は窒息

死する）４)。（２）沈澱物の堆積や菌類の繁殖による魚類餌料生物としての藻類、水生昆虫類の死

滅（汚濁に伴なって発生する沈澱物の堆積や細菌類のSphaerotilusなどの繁殖によって川底の

礫や砂利の表面に繁殖もしくは生息する藻類や水生昆虫類が死滅し、この結果これらを餌料とす

る魚類も死滅する)！（３）産卵床となる二枚貝類の死滅(ﾀﾅｺﾞ類は二枚貝類を産卵床とする

が､汚濁に伴なってこれらが死滅すると産卵床が失なわれ、この結果タナゴ類も死滅する)'2,33）
●

しかし多摩)||水系において、これら汚濁非耐忍種が汚濁水域で再生産が不可能になった原因に

ついては、今回は明らかにできなかったので、今後、各魚種別の詳細な生理学的および生態学的

研究によりその原因が明らかにされる必要があると考える。

今後の課題本報では、多摩川水系について主として、①水産増殖、②水資源利用、③環境保

全（自然教材としての河川利用を含む）、④生物学の４つの視点より魚類の分布を検討してきた。

このうちの水産に関する技術的な問題についてはいうまでもなく水産試験場が専門の研究機関で

あり、今後も我々が中心となって施策に資するべき調査・研究を行なっていかねばならない。し

かし、その他の各分野の問題については、他の研究および行政諸機関との連係を密にする必要が

あり、今後多摩川の総合的な利用計画の作成にあたっては、学際的プロジェクトチームを作りそ

の調査・研究を推進していく必要性があると考えられる。

さいわい、都庁内にはこれらの諸問題に関係する各分野の専門の職員が配置されている。した

がって、これらの諸機関が連繋を保ちつつ、多摩川における川と人間活動の係わり合いのあり方
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表１１多摩川水系の自然環境保全と利用に関するプロジェクトチーム構成案

関係機関名 分担研究テーマ

Ｏ上水道利用

下水処理および利用

農林水産行政

ぞj農5下さ業利用

９水産利用(遊漁を含む）

９工業利用
河川工学

環境保全

環境衛生

○自然教材としての利用
全般にわたる基礎研究

自治体行政における川の利用

全般にわたる川の利用

水道局

下水道局

労働経済局農林水産部

〃 農業試験場

〃 水産試験場

〃 工業技術センター

建設局

環境保全局

衛生局

教育庁

都立大学

（関係市・町・村）

（一般都民）

カッコ内は都庁外の機関

について、今後目標を定めて研究を続けていけば、これまでのような一方的な開発サイドからの

環境破壊にも歯止めがかかり、ひいては真に都民のための多摩川研究が行なわれるものと考える。

多摩川の研究に係わる各機関の分担研究テーマを表１lのように試案した。

摘要

1．採集および文献調査により、１９７１年から１９８４年の間の多摩川水系中・上流域における魚

類の分布を明らかにした。

2．出現魚種は１５科36属４１種（うち１種は２亜種を含む）および１雑種であった。

3．これらのうち、明らかに他水域からの移殖種と思われるのは１８種（うち１種は２亜種を含む）

であり、また、本水系で再生産していると思われるのは２４種（うち１種は２亜種を含む）であ

った。

４．本水系の汚濁の進行する経済高度成長期以前（１９５５年以前)の魚類の分布を、主として聞き

取り調査によって明らかにした。

－３６－



5．経済高度成長期以前と現在の魚類の分布のちがいから、本水系における汚濁指標魚種につい

て検討した。

6．この結果、汚濁非耐忍種としてｷﾞﾊﾞﾁ､カジカの2種を､汚濁耐忍種としてタモロコ、モツ

ゴ、オイカワ、フナ、ドジョウの５種を選定した。

7．奥多摩湖から放流される低温水は本水系の魚類の分布に大きな影響をおよぼしていた。
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ｄｒａｉｎａｇｅｏｆｔｈｅＴａｍａＲｉｖｅｒ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｏｎｅｒｅｓｅｒｖｏｉｒ，ｆｏｒｔｈｅｆｉｎａｌｐｕｒｐｏｓｅｏｆｒｅｃｒｅａ－

ｔｉｏｎａｌＥｉｓｈｅｒｉｅｓｍａｎａｇｅｍｅｎｔａｎｄｎａｔｕｒｅｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ・Ｆｒｏｍｏｕｒｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎｍａｔｅｒｉａｌａｎｄ

ｒｅｃｏｒｄｓｏｆｓｏｍｅｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓｐｕｂｌｉｓｈｅｄｆｒｏｍｌ９７１ｔｏｌ９８２，ｔｈｅｒｅｗｅｒｅｆｏｕｎｄ４０Ｓｐｅｃｉｅｓ，

ｔｗｏｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓａｎｄｏｎｅｈｙｂｒｉｄ，ｒｅｆｅｒｒｅｄｔｏｌ５ｆａｍｉｌｉｅｓａｎｄ３６ｇｅｎｅｒａ･Ｉｎｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔ

ｒｅｐｏｒｔｔｈｅｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆｅａｃｈｆｏｒｍｉｓｓｈｏｗｎｂｙｄｏｔ上ingｏｎ上hｅｍａｐｓ（AppendixFigs、

1-43)．Amongtheml7speciesand2subspecieswereintroducedfromabroadortrans-

p1antedfromotherdrainagｅｉｎｔｈｅｃｏｕｎｔｒｙ（Table５）．

Ａｓｔｏｔｈｅｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｂｅｆｏｒｅｔｈｅｐｅｒｉｏｄｏｆｎａｔｉｏｎｖｓｆａｓｔｅｃｏｎｏｍｉｃａｌｇｒｏｗｔｈ

上ｈｅｒｅｗａｓｏｎｌｙｆｅｗｍａｔｅｒｉａｌａｖａｉｌａｂｌｅ，ｔｈｕｓ，ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｓｗｅｒｅｏｂｔａｉｎｅｄｆｒｏｍｅｘｐｅｒｉ－

ｅｎｃｅｄｆｉｓｈｅｒｍｅｎｗｏｒｋｉｎｇａｌｏｎｇｔｈｅＴａｍａＲｉｖｅｒｄｒａｉｎａｇｅ、

Ｂｅｆｏｒｅｌ９５５ｔｈｅｑｕａｌｉｔｙｏｆｔｈｅＴａｍａＲｉｖｅｒｗａｔｅｒｒｅｍａｉｎｅｄｏｌｉｇｏｓａｐｒｏｂｉｃｏｒｃｌｅａｒ

ｉｎｔhewholedrainage･However，afterl970thewaterbecamea-mesosaprobic（polluted）

orpolysaprobic（seriouslypolluted）inthemiddleandlowerdrainage･

Ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｍａｔｅｒｉａｌｓｏｂｔａｉｎｅｄｉｔｍａｙｂｅｃｏｎｃｌｕｄｅｄｔｈａｔｔｈｅｒｅａｒｅｔｗｏｔｙｐｅｓ

ｏｆｆｉｓｈｅｓｒｅｆｅｒｒｅｄｔｏｔｈｅｑｕａｌｉｔｙｏｆｗａｔｅｒ･ｔｈｅｆｉｒｓｔｔｙｐｅ，ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｅｄｂｙｉｎｔｏｌｅｒａｎ上

ｓｐｅｃｉｅｓ，rangeｄｗｉｄｅｌｙｉｎｔｈｅｄｒａｉｎａｇｅｂｅｆｏｒｅｌ９５５，ｂｕｔｔｈｅｙａｒｅｒｅｐｒｏｄｕｃｉｎｇ，ａ上ｐｒｅｓｅｎｔ，

ｏｎｌｙｉｎｔｈｅａｒｅａｏｆｃｌｅａｒｗａｔｅｒ･Ｔｈｅｓｅｃｏｎｄｔｙｐｅ，ｃｏｍｐｏｓｅｄｏｆｔｏｌｅｒａｎｔｓｐｅｃｉｅｓ，ｉｓｒｅｐｒｏ－

ｄｕｃｉｎｇａｔｐｒｅｓｅｎｔｅｖｅｎｉｎｔｈｅａｒｅａｏｆｐｏｌｌｕｔｅｄｗａｔｅｒ・Ｔｈｅｉｎｔｏｌｅｒａｎｔｓｐｅｃｉｅｓａｒｅｒｅｐｒｅ－

ｓentedbytwospecies，PseudobagrusaurantiacusandCotLUspollux，andthetolerant
-￣ニー

speciescover些旦Lh222旦四ユ2旦里些旦旦四旦竺11且,Zseudorasboraparv-Carassiueauratus。

些旦凹匹且LmA目ａｎｄ辿旦''四1A目gnguillicaudatu亘，according上。theactualdataofcollection．

エヒｗａｓｅｖｉｄｅｎｔｔｈａｔｔｈｅｉｎｔｏｌｅｒａｎｔｓｐｅｃｉｅｓａｒｅａｆｆｅｃｔｅｄｂｙｗａｔｅｒｐｏｌｌｕｔｉｏｎｏｎｔｈｅｉｒｔｏｔａｌ

ｍｏｄｅｏｆｌｉｖｉｎｇｉｎｃｌｕｄｉｎｇｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎａｃｔｉｖｉｔｙ・

Ｉｔｗａｓａｌｓｏａｐｐａｒｅｎｔｔｈａｔｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｆｉｓｈｓｐｅｃｉｅｓａｐｐｅａｒｅｄｉｎｔｈｅｓｔｒeam

decreasedalongwiththedevelopmentofwaterpollution（TablelO，Ｆｉｇ．４）．

－４０－



別表１本報で採集した魚類の地点別採集記録

各魚種について、上段に採集個体数を下段にその全長範囲（１ｍ）を示した。＋印は
確認したことを示し、採集方法の画投”、画手''は各々投網、手綱をあらわす。

日野橋

４

二
二
口
三
コ
。
。

１９８１．９．２８１９８０．９．２５１９７９．９．２６】９７９９２１１９７９．３．８１９７８．９．６１９８３．８．１８
1983.3.15

m『「
１４:１０

１２:４０－
１３:４０

１２:５０－
１４：０

１２：３０
１３:３０

１５:Ｏ卜
１５：４０

~13:２５
Ｍ：２０

-1面丁ﾖト
１３:４５

２０．３２１３２５．０119

５０－８８６１－７８

■

■

７１－９６７２

１６
６３－１０２

１
３１４ ３９１

６８－８０
３８

５６－９８
７３

５６－９４６５－７９

■

■

５６－１０２
１０８

５６－８９

８０

５
８０－１９１

1６２

９０－１２
１３

６６－１２３
１４

６０－１１１
１０

９１１２０
９７

５４－１１０

■

■

２４－１２４

５５－１５０

４

９４－１１５

８
１０４－１５８

２５
６０－１９９

４８

５０－１０４
２０

３３－１１９

９３９５

４
￣

役

升遊漁者の採集による。
－４１－



別表１（続き）

調査地点

地点Ｎｑ

調査年月日

調査時刻

水温（Ｃ）

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

ァプラハャ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギバチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチバス

ヨシノポリ

ジュズカケハゼ

出現種数

採集方法

日野橋（続き） 拝島橋

７

１９８３．９．１６ 1984.8.28 １９７８．９．６ １９７９．３．８ １９７９．９．２６ １９８０．９．２５ １９８１．９．２８ 1983.3.15

14:５卜
１５:４０

１３：１０－
１４：００

１３：３卜
１４：１５

１４：２卜
１５：４５

１５：１卜
１６：００

１３:４卜
１４：５０

１４：３卜
１６：００

１４：１品
１５:３０

２０１ ２８２ ２６３ ９７ ２０．１ １７８ ２１．０

５８－１０７
１２

６３－９７ ７５－８８ ６５－１０ ６１－９５ ４８８０ ５９

９１

７７：０

1

70

２５

５６－９６
１４

４９－
３２

６０－１００
１６

５０－１２６ ７０－１３６

■

■

６５２０２

］０

６３１８７
１２

８０－１２８ 116
２

４７－６５
８

６３１１０ ４０－５２

1３１

101 １９－１０１ ８７１２０
２２

２４－１２ －１０ ７１－１０
１０

４９－８３
１６

２６－１１２

■

■

１７

：－１９４

３７－４２

10 ３
￣

役・手投・手

－４２－



別表１（続き）

永田橋本流

１０

昭和用水堰

８

拝島橋（続き）

６

。
三
三
壽

升

1978.8.26 1981.8.2ｆ １９７９．９．２５

１０：１５－
１１：４０

２００

1979.9.211９７９．３．２1９７８．９．５1984.8.231983.9.16

１６:３卜
１７:００

１０：３０－
１１：３０

１５：１５－
１６：３０

１５:１５
１６：１５

１４：４卜
１５８４０

２３５9.91９４28.01９．７

１

２３６

１２
６４－８０

１

９２
２

７３－７４
５

６１－７１

１

７１

３
３０－６５

９
６８－１６８

２

３１－６６

２５
６０－８９

１

６５
８

５７－１４５
２７

６１－８３
２８

２８－１０９

１

６

５
３５－８０

９
８７－１０７

７

２３－１１８
1

１１２７５
３￣

７９－１６１

１

１６２
１

１０２
９

５３－９９
１

２８９

１
１７５

１

３５４

３ ４
￣

投

１
一

投

２１８ １７
－

役
役役役役投・手

升遊漁者の採集による。
－４３－



別表１（続き）

調査地点

地点ＮＣ

調査年月日

調査時刻

水温（Ｃ）

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニ ゴイ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

ァプラハャ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギバチ

ナマズ

カジヵ

スズキ

オオクチバス

ヨシノポリ

ジュズカヶハゼ

出現種数

採集方法

永田橋本流（続き）

１０

一Ⅱ墨1980.9.24 1９８１．９．２９ 1982.12.1 1983.9.20 1984.8.29 1978.9.5 1979.3.2

１０:２卜
１１：３

１０:０卜
１１：

１０:００－
１１：３０

１０:００－
１１：００

１０９１卜
11：３０

１５：１５－
１６:３０

１０:３卜
１１：３０

1７４ 1７．５ 1２５ 1７８ ２０．８ 8.1

１

８０
２

６２－７４5２

２

７５－７６
３

６６－８３
５

６０－７３ ３６ ６１ ４５

＋

６
４７－６０

５７
５４－１５２

８２
６６－１３６

４

６３－７２
２９１

２９－１６１
１０９

３７－１６２
９

３８－６０
十

１０
３１－６

９

６６－７３
1

102
４

３５－１１４
５

４０－４６
５

５２－１０４

９

２７－４１
1７

１５－２４
＋

３

５１－６２
４

６５－２３７
1

38
４

３－１６２

1２３

４９
１

４０
２

５０－５２
４

４１－６９

４冊－２帖

８２

門
一
別

２
７７－１０５

８
３７－５６

４

５３－５８

４ ４ ２ ４

ｍ
｜
手

６

役 役 役 役 投 手

－４４－



別表１（続き） 一
事羽村堰下永田橋湧水流（続き）

１１

言
三
二
三
一
一
・
三
一
三
・
・

1２

1978.9.51978.9.51984.8.291982.12.11９８１．９．２９1980.9.301980.9.24

１１：３卜
１３:００

１４：０卜
１５：0０

１０：１０－
１１：３０

１０:００－
１１：３０

１０:０卜
１１：１０

１０:２卜
１１：３０

1５５1６．４２４８１４５1８．６

２

１５６－１９１

５

２４－５６4４
１９

２６－１３７
２７

５６－１１５

１５

３５－１２１
３

３８－６０
３２

２５－７６
２

４２－４６
＋

３
３３－３７

５．

３１－５２
５

４７－５８
２

４６－５９
４６

３６－９７
２３

３６－１０３

１
１０Ｔ

２
３２－１２９

１
１２９

十＋ ９１

４

１９－３０
１

２４
１

４５

２
３７－４０

1
54

１

５５ ４４

１
４２

1

45
１

３６
３

５４－７１
１

４７

８
４１－５５

４０

２
４６－４９

１

４９
４

４４－５４
２

４７－５１
２

４７－４８

２
－

役・手

７７２６７３

役・手役・手手手手手手

－４５－



別表１（続き）

調査地点

地点ＮＯＬ

調査年月日

調査時刻

水温（℃）

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

ァプラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギパチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチバス

ヨシノポリ

ジュズカヶハゼ

出現種数

採集方法

羽村堰上（続き）

１３

｣臣奪Eil＝
1979.9.25 1980.9.24 1981.9.29 1983.9.20 1984.8.29 1978.9.5 1９７９．３．２

１２:５卜
１４:２０

１３:00-
１４：00

１２:３５－
１３:３０

１２:４卜
１４:００

１３:００－
１３:５０

9:４０－
１１：００

１４:0０－
１５:３０

1６５ 1３．４ 1６．１ 1７．３ 1８．４ 1６４ 9.0

１
１１４

２

１７２－１８０
１

９３

２
３５－４０５４

３２

４０－１３７
２５

６３－１２５
１７

２４－１０１
４

３７－８５
８４

６４－１４６
２

７８－８３

１０

３５－１１３
２

１１６－１２４
３３

１４－１５０
５

４４－５６
２

１１０－１１２
５

７３－７９
３

２９－５６

３
２７－７６

２
５６－５８ 35-346

８２

２：

６０－６２
３

９５－１０４
２

７９－９５

２
５１－５４

１

６２

５ ６ ３ ２ ２ ４ ２
－

投・手
投・手 投・手 投・手 投 役 役・手 役・手

－４６－



別表１（続き）

御岳升１ 栓村榑２

２０

1979.10.31

調査地点

地点ＮＯＬ

調査年月日

調査時刻

水温（ロ

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

ァプラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギバチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチパス

ヨシノポリ

ジュズカケハゼ

出現種数

採集方法

柳渕橋（続き）

１５

昭和橋

1７ 1９

1980.9.24 1981.9.29 1９８２１２．１ 1983.9.20 1984.8.29 1981.8.24 1979.9.21

１５:00-
１６:00

１４:２５－
１５：００

１４:0０－
１４:４０

１４:３卜
１５：１０

１４:４５－
１５:３０

9:４５－
１０：３０

1２９ 1５２ 1２２ 1６．６ 1５０ 1６２

２
１２９－１４８

１

９８０

１

２１３

９

６２－１０４
１３

７５－１３０
２９

８２－１２５
１７

８６－１４２
１１

９５－１３３

9６

１

８２
１６

６０－１００

１

１０１
４

８３－１２４
３

７６－９８
２

７７－９７1２０

1

７６

３ ３ ３ １ ２ １
￣

手役・手 投 投 役 役 役 役

升１奥多摩漁協職員の採集による。

升２遊漁者の採集による。 －４７－



別表１（続き）

新

井
一
畑

橋調査地点

地点Ｎｑ

調査年月日

調査時刻

水温（Ｃ）

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

１９７９．９．２６ １９８０．９．２５ １９８１．９．２８ １９８３．３．１５ １９８３．９．１６１９７８．９６ １９７９．３．８ 1984.8.28

11：１５－
１２：１５

２６２

１０:２卜
１１：４５

１１：０卜
１２:３０

１０：５卜
１１：４０

１０：３い
１１：４０

１０：５５－
１１：５０

１０：４５
１２：００

１０：１←
１１：３０

２０３ １８．４ ２２．６２２１

１５

５３－１１４ ６７
１３

３２－１１２ ９６１２０
１１

７５－１２１
１９

３１－９７ ４３－８４
２

７２－７５

カマシカ

ゼゼラ

モツ ゴ

ウグイ

ァプラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギパチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチバス

ヨシノポリ

ジュズカケハゼ

出現種数

採集方法

１０
３１８６

２０

５３－１０３

■

■

６０－９１
３９

３２－７８
１０

２９８４ ６３－８７ ７０
５

２１－９０

８０－１４８
１

１６４
1０

３５－１３８ ８８

３６－４１

１００－１３５ ９５－１２１ １０１－１２６
１

１２４
1

１１９

７
２１－１８１

５７

５８１３９
４５

６１２１１
１８

２４－１３１
４４

５６１３１ ５１１８４
２４

４８－１２５ ５６－１１０

６０ 1７５０１

1

１２１ ６３１０２ １０６－１７５ 1００

５９－８９ ７９

５
－

役・手役。 投・

－４８－



別表１（続き）

小津）陵北大橋西山下橋上椚田橋）'|ロⅡ竹浅川橋 川中橋

３４

１９８４．８．１

１５：１０－
１５:３５

２５６

差》｜》｜》二三祭二一三」一二鵲三豈蒸

３３２７

１９８４．８．１ １９８４．８．１１９８４．８．１１９８４．７２７１９８４．７２７１９８４．７．２７１９８４．７．２７

１３：０
１３：４０

１０:３０
１１：１５

１１：１５
１１：４５

１４：２５－
１４：４０

１３：２０－
１４：０６

１２:００
１２:４０

11：１卜
１２:00

２０２２０．４２１０

７５－１５２

1

１６５
■

■

７２－９９

６４－９７７１９０
１２

９１

１７２

６２－１１７
９８

７３１０５
４３

３２２０９
1５

４０－７８３５－７４５７８１

１６
３０－８７８８－９１

２３

６８－１０１

１

１２７
２８

８３－１３６
２

３１－１０６９７－１４４

１

２１１
２

５５－６２

２

３２－４３

５３－９５

３７４２

４
￣

手採集方法

升浅111橋付近の川口Ⅱ’ －４９－



別表１（続き）

調査地点

地点ＮＯＬ

調査年月日

調査時刻
一

水温（℃）

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニ ゴイ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

ァプラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギパチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチパス

ヨシノポリ

ジュズカヶハゼ

出現種数

採集方法

東秋川橋

３５

1978.9.7 1979.3.7 1979.12.7 1980.9.26 1981.9.30 1982.12.8 1983.9.22 １９８４．８．３１
－

１３：１５－
１４:１５
－

２８６

１２:４ト
１４:０５

１４:３卜
１５:５０

１２:２卜
１３:５０

１３:０卜
１４:２０

１３:３卜
１４:２０

１２:４５－
１３:４５

１２:３０－
１３:４０

２４４ 1０．３ 1２６ 1８６ 1８．１ 1０．７ ２０８

１

７３１

１
１８１

２

４９－１５２
7

132-15-1
５

５９－６６

５

６６－８７
３

６９－７５
３

４０－６８
３

７１－７５
４

６７－８５
１
８０

１
１０７

５

Z9－１４３
２

８０－９２

４
8４

２
７７－１１１

１

９５
８

３４－９１
１

１４２
１
９８ 1０７

1

-69-
２８
１－１０

６
１－１０

２ 1
７１

３
１－１

２

７２－７７
７ 』

》
》

８

５１－１１０
４

３４－８
１０

５５－１２０
５

８４－１７０
１８

６７－１６８
２

４８－８７

２６

３５－１６８
５
１－５

３
４１－５

２
４１－５１

］》》5２ ５１

１－１３
２１

２２－：
ｌ４

ＺＯ－１３且
３８

４０－１２２

ｌ８

Ｚ９－１２Ｑ
７

５２－１１４

４

５

４５－５５
１
３９

１２
３６－７８

１

８］

１

６８
１
６２

１

５４
５

６３－７０
２

５４－７０

１

６３

１
４４

４
５０－６０

１

４２
３

４１－４５

手投

１
５１

２
５５－６２

３
４０－４３

１２
１０
－

役・手

１１
－

投・手

９ １１
－

投・手

５
｜
役

５

役・手 役・手

－５０－



別表１（続き）

橋沢調査地点

地点Ｎ、

調査年月日

調査時刻

水温（ロ

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ウグイ

アブラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギパチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチパス

ヨシノボリ

ジュズヵヶハゼ

出現種数

採集方法

Ｐ
｜
Ⅲ

１９８２１２８ １９８．９．２２１９８０．９．２６ １９８１．９．３０１９７９．１２．７１９７８．９．７ １９７９．３．７ 1984.8.31

10：１テ
１１：0０

２２６

９：５０
１０：４５

９：５０

１０：４５
１０:０

１１：１５

９：５

１０：５０

１０００

１０：４０
１０：１５－

１１：４０
９：４５－

１１：0

６．６ １７８

１

１０６
１

１２４

３

１３１－１４８１３３－１６１

１
１４２

７５１２１
７９

７４－１４６

１９

５１１２１
４８

３１－１０１
４０

４０－１３０
６７

５８１６２

７３
４９１２８

４２

４０－１２８

３７－２３８
２

２９－４３８４６９

１６
２６４９

３

９２－１０８
■

■

７５－１１３
５８

２１－１１７

１２

３１－００９４－１２

６０

３
－

役・手

－５１－



別表１（続き）

調査地点

地．点Ｎｕ

調査年月日

調査時刻

水温（ロ

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

上日向橋

４２

笹

平
一
㈹

橋

1979.12.6 1981.10.6 1982.12.7 1９８３．９．２１ 1984.8.30 1９７９．１２．５ 1９８１．１０．６ １９８２．１２．７

１２:４ト

ー１３:4ｕ

７．２

１０:３卜
１１：３

１４:００－
１５:００

１４:００－
１４：４

１５:０ト

ー１５:4０

１７６

１４:４５－
１５:４５

１３：２５－
１４:２０

１２:２卜
１３:４５

8.7 1４．８ 7.5 2０．２ 9.3 1４９

１２
８８－１５２

４

１０７－１３３
４

１４０－１６９
３

１０６－１１９
１

１３２．
２

１０１－１５１1２３

１

１３８
６

１１１－１６８

カマシカ

ゼゼラ

モツコ

ウグイ

ァブラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギバチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチパス

ヨシノポリ

ジュズヵヶハゼ

出現種数

採集方法

１０

４０－６
９

１４３－２１３
５

６４－２１２
６

３７－４６
1８

２０

２５－５４
７

２

７９－８ 111

手投

２ ３

３
一
投 手投

１
－

役

Ｏ
￣

投
投 役 役

－５２－



JLSi
亮き

大沢橋（神代橋）

４６

小坂志沢
一

４４

笹平橋（続き）
＿_~￣

４３

1984.8.30

10：１５－
１１：１５

１９．４

1９８３．９．２１1982.12.71981.10.6

10：１０－
１１：２０

１９７９．１２．５

１０:３卜
１２:３０

８．８

1979.12.5

14：２０－
１４:４５

９．３

1984.8.30

13:００－
１４:３０

1983.9.21

13:３卜
１４:４０

１７．３

１０:４卜
１１：４０

１０：１５－
１０:４５

1７．３7.5
1９．６

２
８６－８８

１０．

８０－１４７
４

８２－１２７
1

83

１
１４６

２

１１２－１３３
１２

３６－１５８

１２
３３－９７

２
７８－１００

１

９５．

２
－

投

１
￣

役 役

－５３－



別表１（続き）

調査地点

地点Ｎｑ

調査年月日

調査時刻

水温（ロ

スナヤツメ

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニゴィ

ッチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツゴ

ゥグイ

ァプラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

コ イ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギバチ

ナマズ

カジカ

スズキ

オオクチパス

ヨシノポリ

ジュズカヶハゼ

出現種数

採集方法

千ケ沢 長 尾
一

７２

谷

4８

１９７９．１２．６ １９８２．３．３０ １９８０．１２．６ １９８４．７１４ １９８４．４．１８ １９７９４．２３ １９７９５９０ 1９７９．８．１６

１４：１５－
１５：００

１０：３０－
１１：００

１０８

９９－１０８ ９１－１１４

1

１２７ １７６－１９

０：－１３８ ４１７

５４

２４１２１

２７

２６－４７

９７ ６７－１０３ ６２－９２

手

－５４－



別表２本報および文献により、1971年から1984年の間に記録された４３魚種の地点別出現状況

ＡｐｐｅｎｄｉｘＴａｂｌｅ２、４３ｆｉｓｈｓｐｅｃｉｅｓｒｅｐｒｅｓｅｎｔｅｄｉｎ８６ｃｏｌｌｅｃｔｉｎｇ

ｓｔａｔｉｏｎｓｏｆｕｐｐｅｒａｎｄｍｉｄｄｌｅｄｒａｉｎａｇｅｏｆ上ｈｅＴａｍａＲｉｖｅｒｆｒｏｍ

ｌ９７１上Ｃｌ９８４．

ＳｔａｔｉｏｎＮｏ．

ＴＩＴＩＴＩ~Z~|~5Ｔ５~l~7-lTlTl-i汀｢i11121週

房爵

■

…
流
Ｉ

Ⅱ

羽
村
堰
下
ＩＭ
和
川
水
堰

雪
Ｉ |jil

１
Ⅱ
｜

日
野
橋
－
１Ⅱ

是
政
橋
Ｉ

羽
村
堰
上

ｓｐｅｃｉｅｓ

■■■■■■■■
￣￣￣￣■■■回■■■■■

■■■■■■回■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■回■■■
■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■

ｍｉｔｓｕｋｕｒｉｉＬａｍｐｅｔｒａ

Anguillajaponica

OncorhynchuS辺＝l１
ＯｎｃｏｒｈｖｎｃｈｕｓｒｈｏｄｕｒｕｓOｎｃｏｒｈｙｎｃｈｕＳ

Salmogairdneri

Salmotrutta

ＳａｌｖｅｌｉｎｕｓＤ１ｕｖｐｌｕｖｉｕｓ

Ⅱ■■■■■■■■■
､■「￣￣■■■■■---ｺｒ－Ｔ■■■囮■
玉匠田…■■■■■■■■■■■■■■
皿Hm■ローーヨｍｍｍ匠一一一一一
囚凪湿■■■■■■■■■■■■■■■
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別表２（続き）

AppendixTable2．（Continued）
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別表２（続き）

AppendixTable2．（Continued）
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別表２（続き）

AppendixTable2．（Continued）
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別表２（続き）

AppendixTable2．（Continued）
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－５９－



別表２（続き）

AppendixTable2．（Continued）
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別表２（続き）

AppendixTable2．（Continued）
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別表３１９７１～84年の各年の５～１１月の期間に、５回以上の採集調査の行なわれた

１５地点における、魚種別の採集回数と採集頻度（カッコ内、％）

調査地点ＮＣ

調査地点名

調査回数

アブラハヤ

ドジョウ

下三蒸引

４ ５ ７ ８ 2２ ３５

東秋川橋

１５

１（７）

昭和用水堰多摩大橋日野橋 拝島橋 新井橋

1７ ７ 1２ ６ 1２

ｌ（１７）

ｌ（１７）

ｌ（８）

１（６） １（１４） １（８）

８（６７）

３（５０） ９（６０）

1０（６７）

７（４７）

５（３３）

７（４７）

２（１３）

1５（ｌＯＯ）

1４（９３）

７（４７）

２（１３）

1５（100）

1５（１００）

１（７）

1５（８８） ４（５７） ５（８３） 1１（９２）

４（２４） ３（４３） ７（５８） 4（６７）

６（３５） ３（４３） ８（６７）
－

５（４２）

２（３３）
－

３（５０）１（６） ４（５７）

1７（100） ７（100） 1１（９２） ６（１００）

６（100）

３（５０）

1０（８３）

1１（６５） ５（７１） 1２（100） ５（４２）

１（８）２（１２） ６（５０）

２（１７）

１２０００）

１（６） １（１４）

1６（９４） ７（１００） ６（１００） ９（７５）

1６（９４） ７（100） ９（７５） ４（６７） 1２（ｌＯＯ）

３（１８） １（１４） 2（１７） ３（２５）

１（１７）
￣

１（１７）２（１２） １（１４） ７（５８）

１（６） １（１４） ３（２５） ２（３３） ５（４２）

肌
一
肌
一
Ⅸ

Ⅲ
｜
剛
一
、

2（１７）

ｌ（１４）

３（２０）

４（２７）

４（２７）

２０

１（６） １（１４） ４（３３） １（８）

1（８）

1５ 1５ 1６ 1３
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別表３（続き）

調査地点Ｎｏ．

調査地点名

調査回数

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

ァユ

タモロコ

ニゴィ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツコ

ウグイ

ァブラハヤ

力ワムツ

オイカワ

フナ

４３

上日向橋

５４

菅瀬橋

５

笹平橋

７

７１ ４（

１（１７

１（１４） １（１７ １（ １（２０）

３（６０）（６０

１（ ｌ（２０）

２（４０）（４０

４（８０）

５（100）

３（６０）

３（５ ３（ （１００（1００

１（１７ １（２０１（１７

５（１００）

５（100）４（８０

コ イ

ンロヒレタビラ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギバ チ

ナマズ

メダカ

カジカ

ヨシノポリ

ジュズカヶハゼ

出現種数

５（１００）

１（２０）

４（８０）

３（６０）

４（８０

１（

１（２０）

１４
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別表３（続き）

調査地点ＮＣ

調査地点名

調査回数

ウナギ

ヤマメ

ニジマス

イワナ

アユ

タモロコ

ニ．゛イ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼ フ

モツ ゴ
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ァブラハャ
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フナ

コ イ

シロヒレタビラ

ドジョウ

ホトケドジョウ

シマドジョウ

ギパチ

ナマズ

メダカ

ヵジヵ

ヨシノポリ

ジュズカケハゼ

出現種数

5６ 8０
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沢
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５
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３（６０）

２（
￣

１（

４０）
－

２０）

く
一
く
一
く
一
く

川
一
川
一
川
一
川

ｌ
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
１

２
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(付録） 都水試奥多摩分場における

魚類標本の保存と利用方法

魚類学の研究活動は野外と研究室内の両方においてなされるが、研究の対象となる魚類の多く

は、採集されたあと保存のため薬品で固定されて研究室にもちかえられる。

これらの標本を保存することの目的は、対象魚種の当面する問題の解決もさることながら、将

来同じ標本を使い、別な角度から魚類の生物学およびその応用科学としての水産生物学に新知見

を加えることにある。

これらの標本は、それを採集した研究者によって用いられるばかりでなく、数世代以上のちの

研究者の手によって調査されることも少なくないであろう。従って、保存される標本は少なくと

も採集時の情報を全て伴った状態で整理されていなければならない。

奥多摩分場には現在多摩川水系から採集された１３，０００余個体の魚類標本が保存されており、

これらの整理方法にはＩＮＤＥＸＳＹＳＴＥＭが採用されている。

著者の１人加藤は１９７９年にミシガン大学を訪問した際に同大学動物学博物館の魚類標本整理方

法を学んだ。奥多摩分場のＩＮＤＥＸＳＹＳＴＥＭも基本的にはミシガン大学の整理法を踏襲して

いる。但し、ミシガン大学の標本が種別に分けられている（ＳＰＥＣＩＥＳＢＯＴＴＬＥ）のに対し

て、奥多摩分場では同一容器内に複数の魚種が保存されている。すなわち１つの保存容器には原

則として、ある地点である日に採集した魚類の全個体が保存されている（ＳＴＡＴＩＯＮＢＯＴＴＬＥ)。

但し必要に応じて（例えば水深・漁具など）これらの魚類はさらにいくつかの容器に細分されて

いることもある。

奥多摩分場の調査・研究の終極の目的は水生々物の増殖であり、そこに至る水産生物学的研究

のためには、採集魚を地点別に保存するのが有利と思われ、現段階ではこの方法をとっている。

将来、標本庫を含めた保存・整理のための施設・人員が改善されれば（例えばコンピューター

の導入など）、これらの標本をさらに種別に整理するのが良いのはいうまでもない。しかし、そ

の作業は現在の整理法を延長した形で行なえるはずである。

次に標本の利用方法も含めてその整理保存方法を紹介する。

小型個体標本の整理

小型個体（全長約２５c77Z以下の個体）の整理は「保存標本整理カード」（付図１）によって行
なわれている。

１本の保存容器（主として容量１００～３０００ｃｃの広ロポリビン）には原則としてある地点で

－１０８－



ある日に採集した魚類の全個体がホルマリン液漬で保存されている。保存容器の番号は０００１か

らはじまり、１本の保存容器につき台帳、魚種別、地点別の３種類のファイルが用意されている。

「保存標本整理カード」は必要事項を記入したあと、その容器に保存される魚種数の枚数分プ

ラス１枚分ゼロックスコピィされ、それぞれの魚種別のファイルに１枚づつとじ込まれる。残り

の１枚は地点別のファイルにとじ込まれ、はじめに記入した原簿は台帳にとじ込まれるのである。

例えばオイカワの年令査定を試みようとするものは、魚種別ファイルのうち「オイカワ」のフ

ァイルをとり出し、この中から必要な標本（時期･場所など）をさがしてこれを研究材料とすれ

ばよい。

なお、研究にあたって個体識別の必要な標本は、保存容器番号を親番号とし、これに子番号を

つけることとする（例０１７３－１）。なお個体識別には、ダイモテープに標本番号を記入した

ものを各標本に縫いつけることとする。但し縫いつける部位はあとで標本調査を妨げない位置と

する。

大型個体標本の整理

大型個体標本（全長約２５Cln以上の個体）は標本ピンへの収容が困難なため、個体識別をして

大型プラスチックコンテナに保存されている。大型標本の整理には「個体別保存標本整理カード」

（付図２）が用いられている。保存容器の番号はＬＯＯＯ１からはじまり、この保存容器番号を親

番号とし、これに子番号を付したものが個体番号である（例ＬＯＯＯ３－２６）。個体識別の方法

は、小型個体と同様にダイモテープを標本に縫いつけることとする。

現在のところ大型個体の標本は台帳と魚種別の２種類のファイルによって整理されている。

この大型標本の整理方法は標本の収納スペースを有効利用するという点で大変に合理的である。

もしこの大型標本を、小型標本と同様にＳＴＡＴＩＯＮＢＯＴＴＬＥによって整理すると標本棚のス

ペースに大きな無駄を生じることになる。

奥多摩分場において以上のような標本整理が可能になった理由としては次のような各項があげ

られる。

１標本室のスペースが確保できたこと

２標本棚が配置されたこと

３．ゼロックスコピィ機器が配置されたこと

これらの標本圦奥多摩分場内に限らず広く利用されて、その結果魚類の研究が大いに進展す

ることをのぞむものである。
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